
平成25年度 東京都安全教育推進校

授業公開および発表会のご案内 (訂正版)

平成25年 10月 25日

江戸川区立春江小学校

研究主題  「大好き春江 守ろ う広げよう交通安全」

本 日の予定

1 公開避難訓繰   想定「近隣の住宅で火災発生J     13:35～ 13:40
2 公開授業 13 :45-14:30
3 協議・講評 14: 45-16: 15

教室前で人員確認 )

各教室 )

体育備 )

研究経過報告
授業 自評 (5年の実践から)

本校主幹教論     山口  昇
本校主任教論     小菅 洋次

指導講評  東京都教育庁指導部指導企画課 統括指導主事     和田 栄治 様

本 日の公開授業

学級等 指導者 場所 教科等 題材名等 日標

級
動

学
活

ぼくらあんぜん
あるきたい

Ⅱ-1■ 路の歩行と横断及び交通機関の利用

道路の役割・ きまりや道路における様々な危険に
ついて理解 し、安全な歩行ができるようにする。晨■■ 7 二年2繹

着ヨ:■ :メ I!争4組 :

2年 1組 2年1組

級
動

学
活

見えない恐怖 !

見える安心

Ⅱ-1~道路の歩行と横断及び交通機関の利用

道路の役割 。きまりや道路における様々な危険に
ついて理解 し、安全な歩行ができるようにする。

2年 2411 池崎 誠 2年2組

2年3組 江崎美緒 2年3組

2年4組 平山 綾 2年4組

2年5組 大熊寿乃 2年5組

3年 1組 石井早苗 3年 1組

級
動

学
活

春江の町のかく
れた危険を見つ

けよう
～自転車の安全
な走行～

I1 2 自転車の安全な利用と点検・整備

自転車の安全な利用・点検や整備について理解を

深め、交通のきまり・約束等を守つて安全な乗車が

できるようにする。

3年2組 高橋孝太 3年2組

3年3組 植村耕作 3年 3111

3年4組 下唐湊みゆき 3年 4組

4年 1組 下澤久美子 4年 1711

学級
活動

自転車の交通安
全について考え
よう

T=2 自転車の安全な利用と点検・整備

自転車の安全な利用・点検や整備について理解を

深め、交通のきまり・約束等を守つて安全な乗車が

できるようにする。

4年2組 金子大輔 4年 2411

4年3組 板橋智恵 4年3組

4年4組 山口 昇 4年4組

5年 1組 小菅洋次 5年 1組

総合的
な学習
の時間

地域交通安全
マップを作ろう

Ⅱ-4 交通事故防止と安全な生活
地域の交通安全に関する諸機関や団体が行つてい

る対策や活動を理解 し、安全な交通社会を築くため

に、積極的に参加できるようにする。
身近に潜む交通事故が起こりそうな場所を調べ、

交通安全の意識を高める。

5年 2FJl 穴井佑未子 5年2組

5年3組 柳下昌美 5年 3組

5年4組 若山俊彦 5年4組

6年 1組 佐藤美佳 6年 1組

級
動

学
活

あ、あぶない !

その乗り方

II ' 自転車の安全な利用と点検・整備

自転車の安全な利用・点検や整備について理解を

深め、交通のきまり・約束等を守つて安全な乗車が
できるようにする。

6年2組 栗原麻美 6年 2組

6年 3組 尾形 寛 6年3組

6年4組 和田悠史 6年4組



平成 25年 度    10月  迎麒 檻訓 1東メ31危計卜]画     春江小学校 生活指導部

1 日時  10月 25日 (火) 13:35～ 13:40      行事 0 5
2 目標  近隣民家の火災発生時における規律ある行動を身に付ける。

3_想定  校舎北側の民家より火災発生 【予告有 り1

4.指導内容

【トイレ確認 年間固定】プレハプ主事さん ‖【係分担・準備】

1階東 ( 主事 )1階 苦 ( 主事 )   |・ 放送 (副校長)(   )。 ハンドマイク準備 (   )
2階東 ( 丸山 )2階西 ( 主事 )   ‖・救護 (養護教諭) ※西階段下の整とん

3階東 ( 熊川 )3階西 ( 藤九 )   ‖・出席簿 ヘルメット リュック 学級旗

事前指導 ○火災時の避難経路の確認や行動の仕方を確認す る。

13:35 1.通報

・非常ベル (13:35)
・ 放 送

・作業をやめ、日を閉じ放送の

指示に従い速やかに行動す

る。

《教室》放送を開いて、防災頭

巾をかぶる。

・放送に従って、廊下に避難 し

素早く整列する。

・ 口を閉じて しつか り話を開

く。

教

室

前

廊

下

訓練。訓練。避難訓練。ただいま学校北側の民家

より火災が発生しました。学習や作業をやめて静

かに放送を聞きなさい。

・ カーテンをまとめ窓を開める。

燃え広がるおそれがありますので、一時避難場所
へ避難 します。先生の指示に「おかしも」を守り、

すみやかに避難します。本日は訓1練のため、廊下

までの避難です。避難はじめ。

2.避難開始・集合

・ 廊下に避難

・ 教室前に男女一列ずつで整列する。

教室側の廊下に整列 して座る。

・ 担任が人員確認後、異常がなければ、

頭上横向きにクラスの旗を場げて学年主任に伝える。

・保健室に児童がいる等異常がある場合は、その旨を学年

主任に伝える。

・養護教諭は保健室の状況を職員室に伝える。

・学年主任は各クラスの状況を確認 して

副校長に報告する。

3 講評 (学校長 )

。放送にて行 う。

4.教室に戻る

※各 クラス、それぞれ教室内へ入 る。

事後指導 ○約束を守つて避難行動ができたか話 し合 う。

各教室前に男女 1に並ぶ。

学年主任に報告 「〇年○組

副校長 (本部)へ報告  「

異状なし」「保健室に○名」

【避難方法・報告】

常なし」

各

ク

ラ

ス
・
男

女
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は じめに

江戸川区立春江小学校 校長 市原 俊司

子供たちの安全は、学校・保護者・地域の人々の切なる願いです。
〔      子供たちが楽しく生きる春江の地域は、安全で安心な環境を守っていがなけ

ればなりません。 しかしながら、子供たちが交通事故やひやり体験に出会つて

いるのも事実です。

子供たちの安全確保は、本校にとつて喫緊の課題の一つです。

平成 25年度、東京都教育委員会から、安全教育推進校として、研究する機会

をいただきました。テーマを「大好き春江 守ろう広げよう交通安全～大好き

なこの町で安全にみんなが楽しく生活できるように～」として、研究を深めて

きました。

私たちが研究して一番感 じたことは、保護者の皆様、地域の方々が思う子供

たちへの愛情の深さです。

PTAをはじめ、学校応援団・おやじの会・各町会・民生児童委員・青少年委員・

小岩警察署・小岩消防署・その他の地域関係団体など、いろいろな組織の皆様

が子供たちの交通安全のためにご尽力くださいました。

本校の研究は、まだ始まったばかりです。研究を進めながら、次の課題がま

た見えてきたところです。しかし、子供たちの命を守ろうとする学校・保護者・

地域の連携の強さは、他の学校に負けないものと思つています。

‐     一つ一つわかりやすくていねいにご指導してくださつた、東京都教育庁指導

部主任指導主事の石田 周様をはじめ、指導企画課統括指導主事の和田 栄治
3     様、同指導主事の千葉かおり様、本日を迎えられましたのは、ひとえに、皆様

のおかげであります。誠にありがとうございます。

平成 25年 10月 25日
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研究経過報告

1.研究主題

大好き春江 守ろう広げよう交通安全

2 十願設定の理由

(1)地域 。学校 と児童の実態

学校の周りに目を向けると、この地域には公園や緑が多く、昔からの畑もあちこ

ちに残つている。人々が豊かに暮らす春江の町を、子供たちは大好きである。

反面、地域は大きな幹線道路に囲まれており、学校のすぐ前にも交通量の多い道

路が走つている。幸い命に係わる大きな事故はここ何年も起きていないが、軽い接

触事故は毎年のように数件起きている。

また、昨年度から校舎改築工事が始まり、校庭がなく、休み時間を教室で過ごす

子供たちは、体を思いつきり動かすことができず、つい教室や廊下で走り回つてし

まうということが多くなっている。 4月 以降、継続的に指導を続ける中で、少しず

つ落ち着いて生活できるようにはなつてきた。 しかし、廊下を走つたり教室から廊

下に急に飛び出したりする子供は今でも時々見られ、危険を予測し回避するという

意識や力は十分に育てられているとは言えない。

(2)大好き春江 守ろう広げよう交通安全

大好きなこの町で、安全にみんなが楽 しく生活できるようにしたいという子供た

ちの願いをもとに、交通安全への意識を高め、危険を予測し回避する力を育てたい

と考えた。さらに、地域や PrAの協力も得ながら、子供たちの交通安全に対する取

り組みを学校外にも広げ、事故のない豊かで安全な町づくりを目指したい。

研究の内容

子供たちの交通安全への意識を高めるために、昨年までの取り組みに加え、次のよ

うな新たな試みを行つた。

(1)学校安全計画の見直しと全体計画、年間指導計画の作成

本校にはこれまで、学校教育活動全体の中で総合的に安全教育をとらえた全

体計画はなかった。また、 3領域や「日常」、「定期」、「特設」を系統的に位置

づけた年間指導計画もなかつた。いずれも、生活指導の中での狭い範囲のもの

であらた。今回、安全教育推進校として研究を進めるに当たり、計画的に安全

教育を行 うためにそれらを見直し、作成することにした。

(2)体験型安全指導を増やす

これまで毎年行ってきた「避難副1練」、「セーフティ教室」(1、 2、 3年生)、

「親子交通安全教室」 (1、 2年生)、
「自転車運転免許教室」(3年生)、 「薬物

3.
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乱用防止教室」(6年生)に加え、「自転車シミュレーター安全教室」(5年生)、

「歩行シミュレータニ安全教室」(4年生)、
「救命入門コース」(6年生 昨年

度から)を行うことにした。体験型の学習を増やすことで、子供たちが一層興

味を持つて学習に取り組めると考えた。

(3)交通安全標語コンクールヘの参加

交通安全に対する意識を高めるために、交通安全協会や江戸川区で行つてい

る交通安全標話コンクールヘの参加を子供たちに呼び掛けた。また、PrAが行

つた「交通安全のぼり旗」作りでも、そこに乗せる標語を子供たちや家庭から

募集した。

(4)道路の正しい歩行指導の充実

体育の授業でお借 りしている春江中学校の第 2校庭に行く、休み時間に春江

の森公園に行くなど、集団で道路を歩く機会が増えたため、歩行指導の時間を

多くとり、ルールやマナーを守つて安全に気を付けて歩くことを徹底した。

(5)地域・PTAの協力

地域の椿駐在所警察官は、交通安全教室や自転車運転免許教室の他にも、学

校の様々な安全教育活動に参加 し、指導してくれている。また、毎日の登校時

や全校遠足での安全見守りもしてくれている。

PTAは、毎日の登校時や全校遠足での見守り、休み時間に春江の森公園に行

く際の見守り、6年生のポランティア活動での引率をしてくれている。交通安

全教室や自転車運転免許教室でも、様々なお手伝いをしてくれている。また今

年度は、子供たちの安全を守るための活動の一環として、「交通安全のぼり旗」

作成に取り組んでくれた。

これら地域、PrAの方々の献身的な協力は、本校の安全教育だけでなく教育

活動全体にとって大きな強みである。

(6)環境整備

改築工事のために校舎内で過ごすことが多くなった子供たちの安全意識を高

めるために、歩行のし方や安全を呼びかける掲示物を各教室に統一して貼るよ

うにした。

4.今年度の経過

4月  集団下校 (1年生)

道路の歩行指導

登校班集会

全校遠足の歩き方指導

交通標語コンクール

自転車シミュレーター安全教室 (5年生)

5月

6月



7月  歩行シミュレーター安全教室 (4年生)

交通安全のばり用標語作 り

集団下校

9月  交通安全のぼり設置

安全教育校内研究授業 (4年 4組 )

10月  親子交通安全教室 (1、 2年生)

自転車
―

許教室 (3年生)

安全教育推進校発表

3月  登校班集会・集団下校

5 成果 と課題

(1)成果

・今年度は、信号無視や道路への飛び出 しなど、交通ルール違反による事故は減つ

ている。子供たちの交通安全に対する意識が高まった結果である。

・校舎内での生活の仕方が落ち着いてきてお り、廊下を走る児童が減つてきている。

また、年度当初多かつた下校時、校門から外への飛び出 しもほとんど見られなく

なった。安全指導が、校舎内の生活にも生きている。

・春江中学校や春江の森公園への移動が、整然と行えるようになつてきた。

総 じて、 4月 以降の安全指導の積み重ねにより、児童の交通安全に対する意識は

確実に高まっていると言える。

(2)課題

・学校生活の中で、廊下への飛び出しなど、ひや りとさせ られることが今でも時々

ある。安全意識を高める指導を、今後も継続 して行つていかなければならない。

・下校後の生活の中に、交通安全の意識をさらに広げていきたい。

・ 自転車運転免許教室をさらに子供たちの生活の中に生かすために、ヘルメットの    _
着用や何年生から乗つていいのかなどの自転車利用の決まりを確定する。

・児童の交通安全に対する意識や取 り組みを、さらに地域に広げてゆく活動を工夫    _
する必要がある。

4         ｀



江戸川区立春江小学校 学校安全計画 全体計画

○「202時の東京Jへのアクショじ
ム2013「子供の安全確保

りには公園や緑が多く、

こ目を向け、交通マナーなど他者ヘ

自他の安全に目を向け、思いやりのある行動

ニュアル」の理解を深めるために、

・セーフティ数室
・登下校時の安全指導
・校内での安全指導

自転車に関す
る避難所の役割とその生活を

1解し、自分たちにできる行動ができるようにする。
・水害を想定した高所への避難副諫
。消防署と連携した煙体験、起震車体験の選難讀

311を忘れない」

て、地域社会の一員としての自
る知識を活用する。地域社会で自他の安全を

る知識や体験を日常の中で深める。地域社会
、自他の安全や他社への配慮もできるようにする。

、帰りの会、給食】日常的な安全指導を行い、安全・安心に学

に、委員会の特色に応した安全指導を徹底する。

こおける保護者との連絡手段及びケ上の観点から、授業や学
事前の安全点検を徹底す

てヽは、リト水溝の蓋や緊
AEDの有無を必ず確認する。

栄養士、養護教論、用務主事等と
こ努め、生活指導夕会を定期的に

、警察署、各町会の防,

び防災ヨ1練への参画と

月:不 審者対応、緊急激送、校内防火
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江戸川区立書江小学校 学校安全計画 年間指導計画
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特別活動 (学級活動)学習指導案

1 題材名

学校名

日 時

場 所

対 象

授業者

「ぼ くら あんぜ ん あるきた い」

2 目標

Ⅱ-1道 路の歩行 と横断及び交通機関の利用

道路の役割・ きま りや道路における様々な危険について理解 し、安全な歩行ができるよう

にす る。

3 児童の実態

学区域が広 く、登下校 に 20分以上かかる児童 もい る。また、登校 は集団登校で行い、PTA

の旗振 りの協力 もあ り、比較的安全にできている。下校 は学年でコースごとに行ってい るが、

1年生のみで帰ることにな り、 1学期は安全面で不安があった。そこで、体育の学習で春江 中

学校 に行 くときや休み時間に春江の森公 園へ歩いてい く際、安全な歩 き方を指導 してきた。 2

学期に入 り、安全 に下校す る意識 が強 くなってきた。

赤 コースは、 3つ の コースの中で、一番遠 く、移動時間が長い。 コースの中に、袋小路がた

くさんあ り、 自転車が飛び出 して くることもある。 また、見通 しの悪い住宅街や、京葉道路の

下にある大きな信号な ど、危険を伴 う場所がい くつ もある。

4 本題材 と「日常的な安全指導」 「定期的な安全指導」 「特設す る安全学習」 との関連

「日常的な安全指導 Jと して、朝の会、帰 りの会、学級活動の時間な どにおいて、登下校に

決め られた通学路を歩 くことや交通ルールについて指導を行 っている。
「定期的な安全指導」 として、毎月 ワー クシー トを使 つて、安全な歩 き方な どについて、指

導 を行 つている。
「特設す る安全学習」 として、親子交通安全教室を行い、交通ルール を学び、 自分の身の安

全 を守れ るよ うに、指導 している。

クラス毎に並んで歩いてい く場面では比較的安全だが、少人数での歩行や一人での歩行 とな

ると安全 に対す る意識が薄れ、飛び出しや不注意が多 くな りがちである。そこで、少人数や一

人での歩行の安全 を徹底す る必要がある。本時では コース毎に分かれ、少人数での安全な歩行

を 目指す。

5 日標 に迫 るた めの指導方法 の工夫

登校時は、PTAの 協力や 日直の教諭が、校 門で出迎え、安全な登校 を見守つている。下校時

には、担任が校門に立ち、安全に下校できるように、声をかけてい る。毎月の安全指導 日で、

月 ごとに定め られたテーマに沿つて、学級指導を行 つている。

本授業では、 日常登下校で使用 している道路の注意すべき点 と、安全に歩 くためには どのよ

うに した らよいか とい う点について話 し合い、実際に少人数 で歩行す る。また、跡 ランティ

アである学校応援団の方や小捌 |1警察署の方に協力していただき通学路の各地点に立って声を力斗ナてもらう等、地

江戸川 区立 春江小学校

平成 25年  10月  25日 (金 )

午後 1時 45分か ら午後 2時 30分
1年 1組教室 赤 コース信号付近

赤 コース児童  19名
内藤 貴子
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域や警察ぐるみで見守っているのだということを児童に伝えるようにする。

(1)学習グループの工夫

下校 コースごとのグループに分けることによつて、より自分の通学路の特徴を知ることがで

きる。

(2)通学路の写真の提示・話 し合い

実際の通学路の写真を提示することで、危険個所をイメージしやす くすることができる。

(3)少人数での実地歩行体験

実際に歩 くことで、より危険個所について知ることができる。

(4)学校応援団・小松川警察署の協力

大人の目を増やすことによつて、実地歩行体験を安全に行 うことができる。

6 本時の指導
(1)ね らい

・赤コースの危険な場所について知 り、道路のきまりを守 り、安全に歩こうとする態度を養 う。
【Ⅱ-1-② 】

(3)評価
・ 赤コースの危険な場所について知 り、道路のきまりと安全に歩こうとする態度がみ られ

たか。

○主な学習活動 ◎支援・ 留意点  ■評価 (評 価方法 )

導
　

入

○「あつあぶない。」の写真を見て、なぜ危

ないのかを話 し合 う。

◎赤コースの危険な場所の写真をテ レビに

映す。

展

　

　

開

○危ないのに、なぜ このよ うな歩き方 をして

しまったのかを話 し合 う。

○ どうすればよかつたか、話 し合 う。

○実際の コースを歩 く。

○注意す るところを確認す る。

■危険な場所や行動を理解 してそれをして

しま う理由について考え、発言 している。

(発言 )

◎場面ごとに考え、発表させる。

◎注意するところを確認 しながら歩かせる。

◎小松川警察の方や学校応援団の方にコー

ス内の危険な個所に立ってもらい、安全を確

保する。

ま
と
め

○実際に歩いてみての感想 を話 し合 う。 ◎上手に歩けたところ、歩いてみて気を付け

た らいいと思 うところなどを考えさせる。

自分の 日ごろの登下校の仕方 を振 り返 り、

これか ら気 を付けたい ことを 自分な りに

ワー クシー トに記述 している。 (ワ ー クシ

ー ト)
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特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名

日 時

場 所

対 象

授業者

江戸川 区立 春江小学校

平成 25年  10月  25日 (金 )

午後 1時 45分か ら午後 2時 30分
1年 2組教室 緑 コース信号付近

緑 コース児童  70名
冨樫幸恵 浦西洋子

1 題材名  「ぼくら あんぜん あるきたし、

2 日標

Ⅱ-1道 路の歩行 と横断及び交通機 関の利用

道路の役割・ きま りや道路における様 々な危険について理解 し、安全な歩行ができるよ う

にす る。

3 児童の実態

学区域が広 く、登下校 に 20分以上かかる児童 もいる。また、登校は集団登校で行い、PTA

の旗振 りの協力 もあ り、比較的安全 にできてい る。下校 は学年で コース ごとに行 っているが、

1年生のみで帰ることにな り、 1学期は安全面で不安があつた。そ こで、体育の学習で春江中

学校 に行 くときや休み時間に春江の森公 国へ歩いてい く際、安全な歩 き方を指導 してきた。 2

学期 に入 り、安全 に下校す る意識が強 くなってきた。

緑コースは、校門を出てすぐのところに信号機・嚇 はあるが、道幅が広く、渡るのにとても時間がかかる

交差点がある。また、交通量が多いが、信号機がない横断歩道もある。工事をしている時には、通学路が進入禁止

になつて迂回することになつたり狭くなつたりすることもあり、危険である。しかし、ガー ドレールがない歩道で

も、車道にはみ出ずに歩くことができる児童が多し、

4 本題材 と「日常的な安全指導」 「定期的な安全指導」 「特設す る安全学習」 との関連

「日常的な安全指導Jと して、朝の会、帰 りの会、学級活動の時間な どにおいて、登下校 に

決め られた通学路を歩 くことや交通ルール について指導を行 つている。

「定期的な安全指導」 として、毎月 ワー クシー トを使 つて、安全な歩 き方な どについて、指

導 を行 つてい る。

「特設す る安全学習Jと して、親子交通安全教室を行い、交通ルール を学び、 自分の身の安

全 を守れ るよ うに、指導 している。

クラス毎に並んで歩いてい く場面では比較的安全だが、少人数での歩行や一人での歩行 とな

ると安全に対す る意識が薄れ、飛び出 しや不注意が多 くな りがちである。そこで、少人数や一

人での歩行の安全 を徹底する必要がある。本時ではコース毎に分かれ、少人数での安全な歩行

を 目指す。

5 日標 に迫 るた めの指導方法 の工夫

登校時は、PTAの 協力や 日直の教諭 が、校 門で出迎 え、安全な登校 を見守っている。下校時

には、担任が校門に立ち、安全に下校できるように、声をかけてい る。毎月の安全指導 日で、

月 ごとに定め られたテーマに沿つて、学級指導を行 つてい る。

本授業では、 日常登下校で使用 している道路の注意すべき点 と、安全 に歩 くためには どの よ

うに した らよいか とい う点について話 し合い、実際に少人数で歩行す る。また、明 ランティ
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アである学枷芯援団球 ′ヽ協馴際 の方に協力していただき通学路の各地点に立って声をかけてもらう等、地

域や警察ぐるみで見守つているのだということを児童に伝えるようにする。

(1)学習グループの工夫

下校 コースごとのグループに分けることによつて、より自分の通学路の特徴を知ることがで

きる。

(2)通学路の写真の提示・話し合い

実際の通学路の写真を提示することで、危険個所をイメージしやす くすることができる。

(3)少人数での実地歩行体験

実際に歩 くことで、より危険個所について知ることができる。

(4)学校応援団・小松川警察署の協力

大人の目を増やす ことによつて、実地歩行体験を安全に行 うことができる。

・  6 本時の指導 (第 1時 /1時間)

(1)ね らい

。緑コースの危険な場所について知 り、道路のきまりを守り、安全に歩こうとする態度を養 う。

【Ⅱ-1-② 】

◎支援・留意点  ■評価 (評価方法 )

導
　
入

展
　
　
開

ま
と
め

○主な学習活動

o「 あっあぶない。」の写真を見て、なぜ危

ないのかを話し合 う。

◎緑コースの危険な場所の写真をテレビに

映す。

○危ないのに、なぜこのような歩き方をして

しまつたのかを話し合 う。

○どうすればよかつたか、話 し合 う。

○実際のコースを歩 く。

○注意するところを確認する。

■危険な場所や行動を理解 してそれをして

しま う理由について考え、発言 している。

(発言 )

◎場面ごとに考え、発表 させる。

◎注意するところを確認 しなが ら歩かせる。

◎小松川警察の方や学校応援団の方にコー

ス内の危険な個所に立ってもらい、安全を確

保する。

○実際に歩いてみての感想を話 し合 う。 ◎上手に歩 けた ところ、歩いてみて気 を付 け

た らいい と思 うところな どを考 えさせ る。

■ 自分 の 日ごろの登下校 の仕方を振 り返 り、

これか ら気を付けたい ことを 自分な りに

ヮー クシー トに記述 している。 (ワ ー クシ

ー ト)

(3)評価

・ 緑 コースの危険な場所 について知 り、道路のきま りと安全 に歩 こうとす る態度がみ られ

たか。
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特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名

日 時

江戸川区立 春江小学校

平成 25年  10月  25日 (金 )

午後 1時 45分から午後 2時 30分
1年 4組教室 黄色 コース信号付近

黄色コース児童  53名
岡田 理恵  宮澤 篤史

所

象

者業

場

対
授

1 題材名  「ぼくら あんぜん あるきたい」

2 日標

Ⅱ-1道 路の歩行 と横断及び交通機関の利用

道路の役割・きま りや道路における様々な危険について理解 し、安全な歩行ができるようにする。

3 児童の実態

学区域が広 く、登下校に 20分以上かかる児童もいる。また、登校は集団登校で行い、PTAの旗

振 りの協力もあり、比較的安全にできている。下校は学年でコースごとに行つているが、 1年生の

みで帰ることにな り、 1学期は安全面で不安があった。そこで、体育の学習で春江中学校に行くと

きや休み時間に春江の森公園へ歩いていく際、安全な歩き方を指導 してきた。 2学期に入 り、安全

に下校する意識が強くなってきた。

黄色コースは、ガー ドレールのない歩道が続 く場所がある。交通量は少ないが、道幅の狭い歩道

を多数の児童が歩 くので、道路に飛び出しやす く、比較的長い距離を歩 くので、遊びなが ら下校す

る児童も見 られる。また、他のコースに比べ、信号機のある交差点を渡る児童が多 く危険である。

4 本題材 と「日常的な安全指導」 「定期的な安全指導」 「特設する安全学習」 との関連

「日常的な安全指導」 として、朝の会、帰 りの会、学級活動の時間などにおいて、登下校に決め

られた通学路を歩 くことや交通ルールについて指導を行つている。

「定期的な安全指導」 として、毎月 ワークシー トを使つて、安全な歩き方などについて、指導を

行つている。

「特設する安全学習」 として、親子交通安全教室を行い、交通ルールを学び、自分の身の安全を

守れ るように、指導している。

クラス毎に並んで歩いていく場面では比較的安全だが、少人数での歩行や一人での歩行 となると

安全に対する意識が薄れ、飛び出しや不注意が多 くな りがちである。そこで、少人数や一人での歩

行の安全を徹底する必要がある。本時ではコース毎に分かれ、少人数での安全な歩行を目指す。

5 目標 に迫 るための指導方法の工夫

登校時は、PTAの協力や 日直の教諭が、校門で出迎え、安全な登校を見守っている。下校時には、

担任が校門に立ち、安全に下校できるように、声をかけている。毎月の安全指導 日で、月ごとに定

められたテーマに沿つて、学級指導を行つている。

本授業では、 日常登下校で使用 している道路の注意すべき点 と、安全に歩 くためにはどのように

したらよいかとい う点について話 し合い、実際に少人数で歩行する。また、嚇 ラ″ ィアである学

校応援団の方や引到1階察署の方に協力していただき通学路の各地点に立つて声をい贅 もらう気 地域沖警察ぐるみで

見守うているのだということを児童に伝えるようにする。
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(1)学習グループの工夫

下校コースごとのグループに分けることによって、より自分の通学路の特徴を知ることができる。

(2)通学路の写真の提示・話し合い

実際の通学路の写真を提示することで、危険個所をイメージしやすくすることができる。

(3)少人数での実地歩行体験

実際に歩くことで、より危険個所について知ることができる。

(4)学校応援団・小松川警察署の協力

大人の目を増やすことによって、実地歩行体験を安全に行 うことができる。

6 本時の指導
(1)ねらい
。黄色コースの危険な場所について知 り、道路の決まりを守 り、安全に歩こうとする態度を養 う。

【Ⅱ-1-② 】

(3)評価

・ 黄色 コースの危険な場所について知 り、道路のきま りと安全に歩こうとする態度がみ られた

か 。

13

◎支援・留意点  ■評価 (評価方法)○主な学習活動

◎黄色コースの危険な場所の写真をテレビに

映す。

○「あっあぶない。」の写真を見て、なぜ危な

いのかを話 し合 う。

■危険な場所や行動を理解してそれをしてし

まう理由について考え、発言している。

(発言)

◎場面ごとに考え、発表させる。

◎注意するところを確認 しながら歩かせる。

◎小松川警察の方や学校応援団の方にコース

内の危険な個所に立ってもらい、安全を確保

する。

○危ないのに、なぜこのような歩き方をして し

まつたのかを話 し合 う。

○どうすればよかつたか、話 し合 う。

○実際のコースを歩 く。

○注意するところを確認する。

◎上手に歩けたところ、歩いてみて気を付けた

らいいと思うところなどを考えさせる。

■自分の日ごろの登下校の仕方を振 り返 り、こ

れから気を付けたいことを自分なりにワー

クシー トに記述 している。 (ワークシー ト)

O実際に歩いてみての感想を話 し合 う。



特別活動 (学級活動 ) 学習指導案

江戸川 区立 春江小学校

平成 25年  10月  25日 (金 )

午後 1時 45分 か ら午後 2時 30分
2年 1組教 室

2年 1組児童  31名
菊池 奈 緒子

学校名

日 時

場 所

対 象

授業者

1 題材名  「見 えない恐怖 !見 える安 心」

目標

Ⅱ-1道路の歩行 と横断及び交通機関の利用

道路の役割 。きまりや道路における様々な危険について理解 し、安全な歩行ができるよ

うにする。

3 児童の実態

本学級の児童は、集団登校をしているが、班によつては広がって歩いた り、前の人を抜

かして校門まで走ってきたりする児童がいる。仮設校舎のため、体育の授業で中学校に移

動するときは、私語厳禁の約束を守 り、歩き方や横断歩道の渡 り方等に細心の注意をはら

つて、 2列、 4列にと臨機応変に行動 している。

一方、下校時は、左右の安全を確認 していなかった り、点減 している青信号を無視 して

渡つた りしている児童がいる。1日 の学校生活が終わつた気の緩みや早く友達 と遊びたい、

習い事に行きたい等の気持ちか ら、安全面に不注意な児童が多い。また、家が近い友だち

や仲のよい友だちと広がって歩いた り、曲が り角から急に飛び出した りする危険な行動が

多く見 られる。

日々の安全指導や交通安全教室に加えて、今回の授業を機会に、道路のきまりと安全な

歩行の仕方について、再確認 し、安全に登下校できる児童に育てていきたい。

4 本題材と「日常的な安全指導」「定期的な安全指導」「特設する安全学習」との関連

(1)「 日常的な安全指導」 との関連

学区内で起きた交通事故の情報が入つてきた時は、即時、朝の会や帰 りの会で指導を

している。また、基本的事項の繰 り返 しや 『定期的な安全指導」で取 り上げた内容の

確認、その時々の情報をもとに適切な指導を行い、 「自分の安全を守 るのは自分であ

る」 とい う意識の喚起や定着を図つている。

(2)「定期的な安全指導」 との関連

月 1回 の安全指導 日に、その学年 で 「必ず指導す る基本的事項」を取 り上げ、 日々

の行動を振 り返 らせなが ら、正 しい歩き方を実演 させた り、ワークシー トに記入 させ

た りして確認 している。

(3)「特設す る安全学習」 との関連

セー フテ ィ教室や親子交通安全教室を計画的に行い、誘拐やいたず ら目的のつれ さ

りや交通事故か ら身を守 る意識 を高めている。

本時では、普段、何気なく見ている道路標識の意味や 自動車の運転席から見える範囲を

確認 した り、学区域内で最も事故が多い場所の写真を例示 して、歩 くときの注意事項を再

確認 した りして、いつでも正 しく安全に歩行できるようにする。
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5 目標 に迫 るた めの指導方法 の工夫

・ 学習 内容 を理解 しやす い よ うに、視覚 的 に捉 えやす い映像 を活用す る。

・ 地元 の駐在警 官 の協力 を得 て、児童 の実態 に応 じた映像教材 を作成す る。

・ 通学路 の危 険 な箇所 を確認す るた めに、その場所 の写真 や道 路標識 を提 示す る。

・安全 に対す る意識 を高 め るた めに、学習 のま とめ として 、安全 に関す る標 語 を作 る。

*参 考資料 (安 全指導資料 )
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6 本時の指導 (第 1時/1時間)

(1)ね らい
。道路のきまりを理解 した り、登下校時に安全に正 しく歩行 した りできるようにする。
・危険な行動を回避する方法が分かり、安全な行動をしようとする態度を身に付ける。

【Ⅱ-1-① ②③】

2

○主な学習活動 ◎支援・留意点  ■評価 (評価方法 )

導

　

入

○親子交通安全教室で学んだことを振 り返 る。

○平成 25年度の都 内 (小 学生〉の交通事故発

生件数 と事故原因を知 る。

○本時の学習内容 を知 り、めあてを確かめる。

登下校時や放課後の安全な歩き方をもう

一度確かめよう。

◎交通事故統計を発表する。

平成 25年上半期警察庁交通事故統計 (小学生 )

歩行者事故発生件数  731件
自転車事故発生件数  406件
事故原因の 「飛び出しなどの安全不確認」

自転車の場合 全体の 20.9%
歩行時    全体の 25.2%

展

　

　

開

○安全な歩き方や道路標識について理解する。

・ 廊下や階段では、右側 を歩 く。

・廊下を走 ってはいけません。

・教室か ら廊下に出るときは、外 に人がいない

か、 よく見てか ら出る。

一時停止

歩行者専用道路

歩行者横断禁止

2枚の写真で、違 うところはありますか。

見通 しのよい交差点 と見通 しの悪い交差点。

なぜ 自動車 とぶつかつて しまったので し

よ り。

・飛び出 して しまったか ら。

・左右 を確認 しなかったか ら。

「みえる」 「みて る」は違 う。

◎プレゼンテーションソフ トを使い、進める。

◎児童が視覚的に標識や身近な危険な場所を捉え

ることができるように、道路標識や安全な歩行

の仕方の映像資料を示す。

◎ 「みえる」と「みてる」の違いが分かるように、

児童から見える範囲と自動車の運転手から見え

る範囲の映像資料を示す。

ま

と

め

○本時の学習を振 り返 る。 ◎標語を考えやす くするために、例を示す。

「飛び出すな 車は急に 止まれない」

■自分がふだん歩 く道において、 どこがどのよう

に危険か理解 し、ワークシー トに標語を記述 し

ている。 (ワ ークシー ト)

。おもいや り 人に車に この街に
。青だけど 車はわたしを みてるかな

(3)評価
・道路のきま りを理解 し、登下校時に安全 に正 しく歩行 した りできるように考えるこ

とができたか。
・危険な行動を回避する方法が分か り、安全な行動をしようとする意識が高まったか。

16

|

学校の教室や廊下でのルールについて確

認 しま しょう。

今 日、学習してわかつたことを標語にしま

しょう。 「交通安全標語を作ろう」



特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名  江戸川区立 春江小学校

日 時  平成 25年  10月  25日 (金 )

午後 1時 45分から午後 2時 30分
場 所  2年 2組教室

対 象  2年 2組児童 31名
授業者  池 峙  誠

1 題材名  「見 えない恐怖 !見 える安心」

2 日標

Ⅱ-1道 路の歩行 と横断及び交通機 関の利用

道路の役割・ きま りや道路にお ける様々な危険について理解 し、安全な歩行ができるよう

にする。

3 児童の実態

集団登校のような、大人数で行動するときはルールを守ることができ、安全な行動を心

がける姿勢はみられる。仮設校舎のため近 くの中学校の校庭へ体育の授業で歩道を移動す

るときや、信号を波 るときも注意 しなが ら行動 している。

しかし、児童だけの少人数になると自分中心の行動が増え、落ち着いて行動 しようとす

る気持ちが薄れてくる。

実際に今年度だけで、交通事故 と直接つなが りはないが、自転車に乗つていてのけがが

2件、下校時のけがが 1件発生 している。またt大きなけがにはならなかったが、下校中

に走って転んでしまつたなどとい う報告は登校中よりも多くなつている。

登校班や担任が引率 しているときの指示による行動や、周 りの人を見ながらの行動はよ

くできているので、少人数や一人になった時の行動をもう一度見直し、どんな時でも交通

安全を意識 して行動できるようにしていきたい。

4 本題材と「日常的な安全指導」「定期的な安全指導」「特設する安全学習」との関連

(1)「 日常的な安全指導」 との関連               `
学区内で起きた交通事故の情報が入つてきた時は、即時、朝の会や帰 りの会で指導を

している。また、基本的事項の繰 り返 しや 「定期的な安全指導」で取 り上げた内容の

確認、その時々の情報をもとに適切な指導を行い、 「自分の安全を守 るのは 自分であ

る」 とい う意識の喚起や定着 を図つている。

(2)「定期的な安全指導」 との関連

月 1回 の安全指導 日に、その学年で 「必ず指導す る基本的事項」を取 り上げ、 日々

の行動を振 り返 らせなが ら、正 しい歩き方を実演 させた り、ワー クシー トに記入 させ

た りして確認 している。

(3)「特設す る安全学習」 との関連

セーフティ教室や親子交通安全教室を計画的に行い、誘拐やいたず ら目的のつれ さ

りや交通事故か ら身 を守 る意識 を高めている。

本時では、普段、何気なく見ている道路標識の意味や 自動車の運転席から見える範囲を

確認 した り、学区域内で最も事故が多い場所の写真を例示 して、歩 くときの注意事項を再

確認 した りして、いつでも正 しく安全に歩行できるようにする。
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5 目標に追 るための指導方法の工夫

・ 学習内容 を理解 しやすいように、視党的に捉 えやすい映像 を活用す る。

・地元の駐在警官の協力を得て、児童の実態に応 じた映像教材を作成する。

・通学路の危険な箇所を確認するために、その場所の写真や道路標識を提示する。

・安全に対する意識を高めるために、学習のまとめとして、安全に関する標語を作る。

*参考資料 (安全指導資料 )
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6 本時の指導 (第 1時/1時 間 )

(1)ね らい
・道路のきま りを理解 した り、登下校時に安全に正 しく
。危険な行動を回避する方法が分か り、安全な行動をしよ

歩行 した りできるよ うにす る。
うとする態度を身に付ける。

【Ⅱ-1-① ②③】

つ
０

〇主な学習活動 ◎支援・留意点  ■評価 (評価方法)

導
　
入

○親子交通安全教室で学んだことを振 り返る。

○平成 25年度の都内 (小 学生)の交通事故発

生件数 と事故原因を知る。

○本時の学習内容を知 り、めあてを確かめる。

登下校時や放課後の安全な歩き方をもう

一度確かめよう。

◎交通事故統計を発表す る。

平成 25年上半期警察庁交通事故統計 (小学生 )

歩行者事故発生件数  731件
自転車事故発生件数  406件
事故原因の 「飛び出 しな どの安全不確認」

自転車の場合 全体の 20.9%
歩行時    全体の 25 2%

展
　
　
開

〇安全な歩き方や道路標識について理解する。 ンソフ トを使い、進める。◎プレゼンテーショ

◎児童が視党的に標識や身近な危険な場所を捉え

ることができるように、道路標識や安全な歩行

の仕方の映像資料を示す。

◎ 「みえる」と「みてる」の違いが分かるように、

児童から見える範囲と自動車の運転手から見え

る範囲の映像資料を示す。

廊下や階段では、右側を歩 く。

廊下を走つてはいけません。

教室から廊下に出るときは、外に人がいない

か、よく見てから出る。

一時停止

歩行者 専用道路

見通 しの よい交差点 と見通 しの悪い交差点。

飛 び 出 して しま った か ら。

。「み える」 と「みてる」は違 う。

ま
と
め

◎標語を考えやす くするために、例を示す。

「飛び出すな 車は急に 止まれない」

■自分がふだん歩 く道において、どこがどのよう

に危険か理解 し、ワークシー トに標語を記述 し

ている。 (ワ ークシー ト)

・おもいや り 人に車に この街に
。青だけど 車はわた しを みてるかな

(3)評価
・道路のきま りを理解 し、登下校時に安全に正 しく歩行 した りできるように考えるこ

とができたか。
・危険な行動を回避する方法が分か り、安全な行動をしようとする意識が高まったか。

19

この道路標識は どんなことを表 している

なぜ 自動車 とぶつかって しまったので し

見通 しの悪い交差点の写真を見て、気を付

学校の教室や廊下でのルールについて確



特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名  江戸川区立 春江小学校

日 時  平成 25年  10月  25日 (金 )

午後 1時 45分から午後 2時 30分
場 所  2年 3組教室

対 象  2年 3組児童 31名
授業者  江崎 美緒

1 題材名  「見 えない恐怖 !見 える安心」

2  目標

Ⅱ-1道 路の歩行 と横断及び交通機関の利用

道路の役割・ きま りや道路における様々な危険について理解 し、安全な歩行ができるよう

にする。

3 児童の実態

本学級の児童は、登校時には 6年生の班長を中心に集団登校 しているので安全に対す

る意識が高い。 しか し班によっては広がって歩いた り、前の人 を抜か した り、校門ま

で走って入 つてきた りす る児童がいる。

また、下校時は、お しゃべ りに夢中で、左右を確認 しなかった り、周囲に注意を払

わずに道路を波つていた りす ることがある。放課後 も飛び出 しを した り、友達 と遊び

なが ら広がって歩いた りす るなど危険な歩 き方 を していることが多い。他の歩行者や

運転者の迷惑になっていると気付いていなかった り、 どんなに危険なことかが分かつ

ていなかった りす るとい うことも原因になつている。車か らどう見えるのかも分かつ

ていない と思われ る。

授業時間に移動す るときには、黄色信号で渡 らない、広が らずに歩 く、左右 を確認

して渡 るな どの交通ルールを理解 しているが、子供だけの時には意識が低 くなって し

ま う。実際に事故を起こした児童はいないが、事故に遭いそ うになつた児童はいる。
いつでもまわ りに気を付けて歩行できるように意識をさせたい。

4 本題材と「日常的な安全指導」「定期的な安全指導」「特設する安全学習」との関連

(1)「 日常的な安全指導」 との関連

学区内で起きた交通事故の情報が入つてきた時は、即時、朝の会や帰 りの会で指導を

している。また、基本的事項の繰 り返 しや 「定期的な安全指導」で取 り上げた内容の

確認、その時々の情報をもとに適切な指導を行い、 「自分の安全を守 るのは 自分であ

るJと い う意識の喚起や定着 を図つている。

(2)「定期的な安全指導」 との関連

月 1回 の安全指導 日に、その学年で 「必ず指導す る基本的事項 Jを 取 り上げ、 日々

の行動を振 り返 らせなが ら、正 しい歩き方を実演 させた り、ワークシー トに記入 させ

た りして確認 している。

(3)「特設す る安全学習」 との関連

セーフテ ィ教室や親子交通安全教室を計画的に行い、誘拐やいたず ら目的のつれ さ

りや交通事故か ら身を守 る意識を高めている。

本時では、普段、何気なく見ている道路標識の意味や 自動車の運転席から見える範囲を

確認 した り、学区域内で最も事故が多い場所の写真を例示して、歩 くときの注意事項を再

確認 した りして、いつでも正 しく安全に歩行できるようにする。
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5 目標に迫 るための指導方法の工夫

・学習内容 を理解 しやすい ように、視覚的に捉 えやすい映像を活用す る。

・ 地元の駐在警官の協力を得て、児童の実態に応 じた映像教材 を作成す る。

・ 通学路の危険な箇所 を確認す るために、その場所の写真や道路標識を提示す る。

・安全に対す る意識 を高めるために、学習のま とめ として、安全 に関す る標話 を作 る。

*参 考資料 (安 全指導資料 )
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6 本時の指導 (第 1時/1時 間)

(1)ね らい
・道路のきま りを理解 した り、登下校時に安全 に正 しく歩行 した りできるよ うにす る。
・危険な行動を回避する方法が分か り、安全な行動をしようとする態度を身に付ける。

【Ⅱ-1-① ②③】

(3)評価
・道路のきま りを理解 し、登下校時に安全に正 しく歩行 した りできるように考 えるこ

とができたか。
・危険な行動を回避する方法が分か り、安全な行動をしようとする意識が高まったか。

2

○主な学習活動 ◎支援・留意点  ■評価 (評 価方法 )

導
　

入

○親子交通安全教室で学んだ ことを振 り返 る。

○平成 25年度の都 内 (小学生)の 交通事故発

生件数 と事故原因を知 る。

○本時の学習内容 を知 り、めあてを確かめる。

登下校時や放課後の安全な歩き方をもう

一度確かめよう。

◎交通事故統計を発表す る。

平成 25年上半期警察庁交通事故統計 (小学生 )

歩行者事故発生件数  731件
自転車事故発生件数  406件
事故原因の 「飛び出 しな どの安全不確認」

自転車の場合 全体の 20 9%
歩行時    全体の 25 2%    ‐

展
　
　
開

○安全な歩き方や道路標識について理解する。

廊下や階段では、右側 を歩 く。

廊下を走 つてはいけません。

教室か ら廊下に出るときは、外 に人がいない

か、よく見てか ら出る。

この道路標識はどんなことを表している

かわかりますか。

・一時停止

・歩行者専用道路

見通 しのよい交差点 と見通 しの悪い交差点。

・飛び出 して しまったか ら。

・左右 を確認 しなかったか ら。

「みえる」 「みてる」は違 う。

◎プレゼンテーションソフ 卜を使 い 、進 め る。

◎児童が視覚的に標識や身近な危険な場所を提え

ることができるように、道路標識や安全な歩行

の仕方の映像資料を示す。

◎ 「み える」 と「みてる」の違いが分かるよ うに、

児童か ら見える範囲 と自動車の運転手か ら見え

る範囲の映像資料 を示す。

ま
と

め

○本時の学習 を振 り返 る。 ◎標語を考えやす くするために、例を示す。
「飛び出すな 車は急に 止まれない」  _

■自分がふだん歩 く道において、どこがどのよう

に危険か理解 し、ワークシー トに標語を記述 し

ている。 (ワ ークシー ト)

・お もいや り 人に車 に この街 に
。青だけ ど 車はわた しを みてるかな
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なぜ 自動 車 とぶつ か つて しま った ので し

見通 しの悪い交差点の写真を見て、気を付

けることを考 えま しょ

学校の教室や廊下でのルールについて確

今 日、学習してわかったことを標語にしま



特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名  江戸川 区立 春江小学校

日 時   平成 25年  10月  25日 (金 )

午後 1時 45分か ら午後 2時 30分
場 所   2年 4組教室

対 象  2年 4組児童  31名
授業者  平 山  綾

1 題材名  「見 えない恐怖 !見 える安心」

2 目標  Ⅱ-l ①道路のきま りと安全 な歩行の仕方を確認 しよ う。

・道路には様々なきま りがあ り、安全な歩行の仕方があることを理解する。

3 児童の実態

登校時は集団で登校 しているため、比較的安全に歩いて来ている。また、校外の施設等

への移動の際も、 2列 で話しをしないで道に沿つて上手に歩 くことができる。信号もよく

見て行動できている。

しかし、下校時、放課後等、学校を離れた場所における子ども同士での行動時には、信

号が変わろうとしているのに渡った り、信号を無視 した り、歩道を走 り回つた りと、危険

な歩き方をしている児童がみ られる。大きな事故につながらない今、こうした行動が非常

に危険であるとい うことについて本学習を通 して学ばせたい。

4 本題材と「日常的な安全指導」「定期的な安全指導」「特設する安全学習」との関連

(1)「 日常的な安全指導」との関連

学区内で起きた交通事故の情報が入つてきた時は、即時、朝の会や帰 りの会で指導を

している。また、基本的事項の繰 り返 しや 「定期的な安仝指導」で取 り上げた内容の

確認、その時々の情報 をもとに適切な指導を行い、 「自分の安全を守 るのは自分であ

る」 とい う意識の喚起や定着を図つている。

(2)「定期的な安全指導」 との関連

月 1回 の安全指導 日に、その学年 で 「必ず指導す る基本的事項」を取 り上げ、 日々

の行動を振 り返 らせなが ら、正 しい歩 き方を実演 させた り、ワークシー トに記入 させ

た りして確認 している。

(3)「特設す る安全学習」 との関連

セーフティ教室や規子交通安全教室を計画的に行い、誘拐やいたず ら目的のつれ さ

りや交通事故か ら身を守る意識 を高めている。

本時では、普段、何気なく見ている道路標識の意味や 自動車の運転席から見える範囲を

確認 した り、学区域内で最も事故が多い場所の写真を例示 して、歩 くときの注意事項を再

確認 した りして、いつでも正しく安全に歩行できるようにする。
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5 目標 に追 るための指導方法の工夫

・ 学習内容 を理解 しやすいように、視覚的に捉 えやすい映像を活用す る。

・ 地元の駐在警官の協力を得て、児童の実態に応 じた映像教材 を作成す る。

・通学路の危険な箇所 を確認するために、その場所の写真や道路標識を提示する。

・安全に対す る意識 を高めるために、学習のま とめ として、安全に関す る標語を作る。

*参 考資料 (安全指導資料 )
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6 本時の指導 (第 1時/1時 間)

(1)ね らい
。道路のきま りを理解 した り、登下校時に安全に正 しく歩行 した りできるようにす る。
・危険な行動を回避する方法が分か り、安全な行動をしようとする態度を身に付ける。

【Ⅱ-1-① ②③】

９
ん

○主な学習活動 ◎支援・留意点  ■評価 (評 価方法 )

導

　
入

○親子交通安全教室で学んだことを振 り返る。

○平成 25年度の都内 (4ヽ 学生)の 交通事故発

生件数 と事故原因を知る。

○本時の学習内容を知 り、めあてを確かめる。

◎交通事故統計を発表する。

平成 25年上半期警察庁交通事故統計 (小学生)

歩行者事故発生件数  731件
自転車事故発生件数 406件
事故原因の 「飛び出しなどの安全不確認」

自転車の場合 全体の 20.9%
歩行時    全体の 25 2%

登下校時や放課後の安全な歩き方 をもう

一度確かめよう。

展
　
　
開

○安全な歩き方や道路標識について理解する。

・ 廊下や階段では、右側 を歩 く。

・ 廊下を走つてはいけません。

・教室か ら廊下に出るときは、外に人がいない

か、 よ く見 てか ら出 る

この道路標識 は どんなことを表 している

かわかりますか
。一時停止

・歩行者専用道路

見通 しの よい交差点 と見通 しの悪い交差点。

なぜ 自動車 とぶつかつて しまったので し

よ つ。

・飛び出してしまつたから。

・左右を確認 しなかつたから。

見通 しの悪い交差点の写真を見て、気を付

けることを考えましょう。

「みえる」 「みてる」は違 う。

◎プレゼンテーションソフ トを使い、進める。

◎児童が視党的に標識や身近な危険な場所を捉え

ることができるように、道路標識や安全な歩行

の仕方の映像資料を示す。

◎ 「み える」 と「みてる」の違いが分かるよ うに、

児童か ら見 える範囲 と自動車の運転手か ら見え

る範囲の映像資料 を示す。

ま
と
め

○本時の学習 を振 り返 る

今 日、学習 してわかつたことを標語にしま

しょう。 「交通安全標語を作ろう」
。おもいや り 人に車に この街に

・青だけど 車はわた しを みてるかな

◎標語を考えやす くするために、例を示す。

「飛び出すな 車は急に 止まれない J

■自分がふだん歩 く道において、どこがどのよう

に危険か理解 し、ワークシー トに標語を記述 し

ている。 (ワ ークシー ト)

(3)評価
・道路のきま りを理解 し、登下校時に安全に正 しく歩行 した りできるように考えるこ

とができたか。
・危険な行動を回避する方法が分か り、安全な行動をしようとする意識が高まったか。

をしようとする意識が高まったか。               ・
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学校 の教室や廊下でのルールについて確



特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名  江戸川 区立 春江小学校

日 時  平成 25年  10月  25日 (金 )

午後 1時 45分 か ら午後 2時 30分
場 所   2年 5組教室

対 象  2年 5組児童  31名
授業者  大熊 寿乃

1 題材名  「見 えない恐怖 !見 える安心」

2 日標

Ⅱ-1道 路の歩行 と横断及び交通機関の利用

道路の役割・ きま りや道路における様 々な危険について理解 し、安全な歩行ができる  ~
ようにす る。

3 児童の実態

集団登校 しているが、大勢でお しゃべ りを しなが ら登校 していて、 自分で安全を確認 し

なければ とい う意識 をもつて歩いている児童はあま りいない。きちん と歩けているが、低

学年なので、上級生の後について行けば良い とい う、人任せな気持ちがあると考 えられ る。

外部の施設への移動時には上級生がいないので、 「自転車が来 るよ。」 「信号変わるか

ら早 く。」な ど、声をかけあつて歩行 している。ただ、つい道端の物に気を取 られて遊び

歩きをした り、白線の外 にはみだ して歩いて しまつた りと、常に呼びかけが必要である。

放課後友達同士での下校や遊ぶ際には、 もつと注意力が散漫になっている。

どうして注意 して歩 く必要があるのか、 どんな点に特に気を付ければよいのか、 しっか

りとした認識がない ことが原因の一つ と考 えられ る。 ドライバーの視点を確認 した り、具

体的な事故の事例 を知 り、普段言われていることがなぜ大事なのか考 えることで、安全ヘ

の意識が高まると考 えられ る。

4 本題材と「日常的な安全指導」「定期的な安全指導」「特設する安全学習」との関連

(1)「 日常的な安全指導」 との関連

学区内で起 きた交通事故の情報が入つてきた時は、即時、朝 の会や帰 りの会 で指導 を

してい る。 また、基本的事項 の繰 り返 しや 「定期 的な安全指 導」で取 り上げた 内容 の

確認 、その時々の情報 を も とに適切 な指導 を行 い、 「自分 の安全 を守 るのは 自分で あ

る」 とい う意識 の喚起や定着 を図 つてい る。

(2)「 定期 的な安全指 導」 との関連

月 1回 の安全指導 日に、その学年 で 「必ず指導す る基本 的事項 」 を取 り上げ、 日々

の行動 を振 り返 らせ なが ら、正 しい歩 き方 を実演 させた り、 ワー クシー トに記入 させ  い

た りして確認 してい る。

(3)「 特設す る安全学習」 との関連

セー フテ ィ教室や親子交通安全教室 を計画的 に行 い、誘拐やいたず ら目的のつれ さ

りや交通事故 か ら身 を守 る意識 を高 めて いる。

本時では、普段、何気なく見ている道路標識 の意味や 自動車の運転席か ら見える範囲を

確認 した り、学区域 内で最 も事故が多い場所の写真 を例示 して、歩 くときの注意事項を再

確認 した りして、いつでも正 しく安全に歩行できるようにす る。
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5 目標に迫 るための指導方 法の工夫

・ 学習内容を理解 しやすい ように、視覚的に捉 えやすい映像を活用す る。

・ 地元の駐在警官の協力 を得て、児童の実態 に応 じた映像教材 を作成す る。

・通学路の危険な箇所 を確認す るために、その場所の写真や道路標識を提示す る。

・安全に対す る意識 を高めるために、学習のま とめ として、安全に関す る標語 を作 る。

*参 考資料 (安全指導資料 )
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6 本時の指導 (第 1時/1時 間)

(1)ね らい
。道路のきま りを理解 した り、登下校時に安全に正 しく歩行 した りできるよ うにす る。
・危険な行動を回避する方法が分か り、安全な行動をしようとする態度を身に付ける。

【Ⅱ-1-① ②③】

2

○主 な学習活動 ◎支援・留意点  ■評価 (評価方法 )

導
　
入

〇親子交通安全教室で学んだ ことを振 り返 る。

○平成 25年度の都 内 (小学生 )の交通事故発

生件数 と事故原因を知 る。

○本時の学習内容 を知 り、めあてを確かめる。

登下校時や放課後の安全な歩き方をもう

一度確かめよう。

◎交通事故統計を発表する。

平成 25年上半期警察庁交通事故統計 (小学生 )

歩行者事故発生件数  731件
自転車事故発生件数 406件
事故原因の「飛び出しなどの安全不確認」

自転車の場合 全体の 20 9%
歩行時    全体の 25.2%

展
　
　
開

○安全な歩き方や道路標識について理解する。

廊下や階段では、右側 を歩 く。

廊下を走 つてはいけません。

教室か ら廊下に出るときは、外 に人がいない

か、よく見てか ら出る。

一時停止

歩行者専用道路

歩行者横断禁止

2枚の写真で、違 うところはありますか

飛び 出 して しまったか ら。

左右 を確認 しなかったか ら。

見通 しの悪い交差点の写真を見て、気を付

けることを考えましょう。

「みえる」 「みてる」は違 う。

ンソフ トを使い、進める。◎プ レゼンテーショ

◎児童が視覚的に標識や身近な危険な場所 を捉 え

ることができるように、道路標識や安全な歩行

の仕方 の映像資料 を示す。

◎ 「みえる」と「みてるJの違いが分かるように、

児童か ら見える範囲と自動車の運転手から見え

る範囲の映像資料を示す。

ま
と
め ・おもいや り 人に車に この街に

・ 青だけど 車はわたしを みてるかな

◎標語を考えやすくするために、例を示す。
「飛び出すな 車は急に 止まれない」

■自分がふだん歩く道において、どこがどのよう

に危険か理解 し、ワークシー トに標語を記述 し

ている。 (ワ ークシー ト)

(3)評 価
・道路のきま りを理解 し、登下校時に安全に正 しく歩行 した りできるように考 えるこ

とができたか。
・危険な行動を回避する方法が分か り、安全な行動をしようとする意識が高まったか。
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この道路標識は どんな ことを表 している

なぜ 自動車 とぶつかつて しまったので し

学校 の教室や廊下でのルール について確

今 日、学習してわかつたことを標語にしま



特別活動 (学級活動 ) 学習指導案

江戸川 区立春江小学校

平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分 か ら午後 2時 30分
3年 1組 教室

第 3学年 1組  35名
石井 早苗

う～ 自転車 の安全 な走行～ 」1 題材名  「春 江の町 のか くれ た危険 を見つ け よ

目標

Ⅱ-2 自転車の安全な利用 と点検・整備

自転草の安全な利用・ 点検や整備 について理解 を深 め、交通のきま り・約束等を守って安

全な乗車ができるようにする。

3 児童の実態

本学級のほとんどの児童が自転車に乗れる。 自転車に乗る頻度や運転技術には個人差が大

きいものの、公園や友達の家に行 くときなど、大人 と一緒ではなく友達同士で乗つている児

童が多い。 10月 初旬に、警察の方から自転車の正しい乗 り方や交通ルールについて話を聞

き、道路を想定した実際のコースで乗 り方の練習をする「自転車運転免許教室Jを行つた。

その際、自分では上手に乗れると思つていた児童も、少 し難 しいコースになると上手く乗る

ことができないことが分かつた。詳習修了後には、全員の児童に免許証が交付された。

中学年になると、自転車に乗つて行動することが増えてくる。そのため、急激に行動範囲

も広がる。この時期に交通ルールを守 り、安全な自転車の乗 り方について体験を通 して考え

させ、安全に対する意識をもたせることは重要である。これまでの学習体験 と児童に日常を

振 り返 らせることで、交通安全に対する意識をもち、進んで安全な活動をする見通 しがもて

るようにしたい。

4 本題材 と「日常的な安全指導」 「定期的な安全指導」 「特設する安全学習」 との関連

「日常的な安全指導」 として、朝の会や帰 りの会、学級指導などにおいて道路の歩行や交

通機関の利用、自転車の安全な利用について繰 り返 し指導を行つている。また、交通安全標

話をつくり、毎 日帰 りの会で数名ずつ発表することで、交通安全に対する意識を高めるよう

にしている。
「定期的な安全指導」として、毎年『 自転車運転免許教室』を行つている。その際、正 し

い自転車の乗 り方や標識、自転車のきまりなどを体験 して学習した。また、毎月の安全指導

の際にも安全な自転車の乗 り方について考えさせている。

「特設する安全学習Jと して、社会科で『 わたしたちの町みんなの町』の単元を学習した

後に、総合的な学習の時間において学校のまわりの様子をさらに調べ、交通に対する危険箇

所についても考えさせた。

自転車教室で自転車の運転操作や 自転車の安全点検、一時停止などの基本的なことは、学

習 した。さらに、身近なところにも危険が潜んでいることをシミュレーションを用いて再認

識 させ、交通安全に気を付けて自転車を運転するために本単元を設定 した。

5 日標に迫 るための指導方法の工夫

春江小学校のすぐ近 くには、京葉道路がある。その京葉道路に出た り入つた りする車が、

学校の前の狭い道路もスピー ドを出して通つているのをよく見かける。また、住宅街の狭い

道路でも、スピー ドが出ている車、曲がってくる車など危ないと思 うことがよくある。さら

に、自転車と車の接触事故が多い地域である。いつも歩いている通学路や、遊びに行 くとき

に通つている学区内の道路など、春江小学校の近辺の写真を提示することで、身近なところ

にも危険が潜んでいることを考えさせ、安全に対する意識をもたせたい。
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6 本時の指導 (第 1時/1時間 )

(1)ね らい

・ 自転車走行 中の危険について考え、安全な行動 を しよ

・ 明 らかな危険だけでな く、潜む危険についても知 るこ

ける。

うとする。
とで、危険を回避する能力を身に付

【Ⅱ-2-① ②】

◎支援・留意点  ■評価 (評価方法 )○主な学習活動

。自転車には、いいところもあるけど、それ

だけではないところに気付かせる。

○ 「自転車のいいところ」について考える。

○ 「便利な自転車。でも、何 も考えないで乗

つているとどうなるだろう。」隠れた危険

について考える。

自転車 も車両であることや、安全に 自転車

に乗るためにきまりを守ることが大切で

あることを考えさせる。

◎手放 し運転、片手運転、スピー ドの出し過

ぎ、信号無視、二人乗 りの危険、傘さし運

転など、危険な乗 り方について振 り返えら

せる。

■走行中の様々な危険について自分なりに

考え、発言 している。 (発言 )

◎春江小学校近辺の写真を掲示する。

◎パ ソコンを使ってテレビ画面に自転車事

故のシミュレーションを示す。
・ 自分な りに危ない場面でどうすればよかっ

たかを考えさせる。

■写真に示 された情報から、明らかな危険だ

けでなく、潜む危険もあることを読み取

り、危ない場面ではどのように行動すれば

よいかについて発言やワークシー トに記

述 して い る。 (発 言・ ワー クシー ト

○本時の学習について知る。

○絵の中か ら、どんな危険が潜んでいるか話

し合 う。

○春江小学校の近辺の写真を見なが ら、潜む

危険 をグループで話 し合 う。

○潜む危険を避 けるためには どうすればよ

いかを話 し合い、 ワー クシー トに書 く。

○ グループ ごとに話 し合 った内容 を発表す

る。

春江のまちの かくれたきけんを 見つけよう。

めあてを日常生活に生か していくように話

す。

○今 日学習したことをもとに、自分の安全の

めあてを設定 しワークシー トに記入する。

(3)評価

・ 自転車に乗る場合の様々な危険について自ら考え、安全に対する意識をもつことができ

たか。

・ 自転車に乗るときは潜む危険があることを理解できたか。

30

展

開



特別活動 (学級活動)学習指導案

題材名  「春江の町のか くれ た危険 を見つ け よ

江戸川 区立春江小学校

平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分 か ら午後 2時 30分
3年 2組 教室

第 3学年 2組  34名
高橋 孝太

う～ 自転車 の安全 な走行～」

目標

Ⅱ-2 自転車の安全な利用 と点検・整備

自転車の安全な利用 。点検や整備について理解を深め、交通のきま り 。約束等を守つて安

全な乗車ができるようにする。

3 児童の実態

本学級のほとんどの児童が、ほぼ毎 日のように自転車を使つている。近 くの公園や友達の

家に行 くときなど、大人と一緒ではなく児童一人で乗つていることもある。また、自宅周辺

だけでなく、買い物や習い事で人通 りの多い駅前に行 くことも増え、児童の行動範囲は少 し

ずつ広がってきている。

10月 初旬に、警察の方から自転車の正 しい乗 り方や交通ルールについて話を聞き、道路

を想定した実際のコースで自転車の乗 り方や危険な場所を確認する「自転車運転免許教室」

を行つた。講習修了後には、全員の児童に免許証が交付 されたが、自転車に乗る頻度や運転

技術には個人差が大きい。多 くの児童は運転技術が未熟で危険性を配慮する余裕がなく、安

全なルールを実行するに至っていない。そこで児童の実生活に即した春江の町の危険な場所

を意識 させたい。

4 本題材 と「日常的な安全指導」 「定期的な安全指導」 「特設する安全学習」 との関連

「日常的な安全指導」 として、朝の会や帰 りの会、学級指導などにおいて道路の歩行や交

通機関の利用、自転車の安全な利用について繰 り返 し指導を行つている。また、交通安全標

語をつくり、毎 日帰 りの会で数名ずつ発表することで、交通安全に対する意識 を高めるよう

にしている。
「定期的な安全指導」 として、毎年『 自転車運転免許教室』を行つている。その際、正 し

い自転車の乗 り方や標識、自転車のきま りなど体験 して学習 した。また、毎月の安全指導の

際にも危険な自転車の乗 り方について考えさせている。

「特設する安全学習」 として、社会科で『 わたしたちの町みんなの町』の単元を学習 した

後に、総合的な学習の時間において学校のまわ りの様子 さらに調べ、交通に対する危険個所

についても考えさせた。

この時期に交通ルールを守ることや、安全な自転車の乗 り方について体験を通 して考えさ

せること、安全に対する意識をもたせることはとても重要である。 これまでの学習体験 と児

童に日常を振 り返 らせることで、交通安全に対する意識をもち、進んで安全な活動をする見

通 しがもてるようにするため、本単元を設定 した。

5 目標に迫 るための指導方法の工夫

春江小学校のす ぐ近 くには、京葉道路がある。その京葉道路に出た り入つた りする車が、

学校の前の狭い道路もスピー ドを出して通つているのをよく見かける。また、住宅街の狭い

道路でも、スピー ドが出ている車、曲がつてくる車など危ないと思 うことがよくある。 さら

に、 自転車 と車の接触事故が多い地域である。いつも歩いている通学路や、遊びに行くとき

に通つている学区内の道路など、春江小学校の近辺の写真を提示す ることで、身近なところ

にも危険が潜んでいることを考えさせ、安全に対する意識をもたせたい。0

学校名

日 時
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象
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6 本時の指導 (第 1時/1時間)

(1)ね らい

・ 自転車走行中の危険について考え、安全な行動をしようとする。

・明らかな危険だけでなく、潜む危険についても知ることで、危険を回避する能力を身に付

ける。                            【Ⅱ~2-① ②】

(3)評 価
。自転車に乗 る場合の様 々な危険について 自ら考 え、安全 に対す る意識 をもつ ことができ

たか。

・ 自転車に乗 るときは潜む危険があることを理解できたか。

3

2

○主な学習活動 ◎支援・留意点  ■評価 (評 価方法 )

導
　
入

○ 「自転車のいいところ」について考える。

○「便利な自転車。でも、何も考えないで乗

っているとどうなるだろう。」隠れた危険

について考える。

・ 自転車には、いい ところもあるけど、それ

だけではない ところに気付かせ る。

展

　

　

開

○本時の学習について知 る。

l 
春江のまちの か くれた

○絵の中か ら、どんな危険が潜 んでいるか話

し合 う。

○春江小学校の近辺の写真を見なが ら、潜む

危険をグループで話 し合 う。

○潜む危険を避けるためには どうすればよ

いかを話 し合い、ワー クシー トに書 く。

○グループ ごとに話 し合 った内容 を発表す

る。

きけんを 見つけよう。

。自転車 も車両であること

に乗 るためにきま りを芍

あることを考えさせ る。

◎手放 し運転、片手運転、

ぎ、信号無視、二人乗 り

転な ど、危険な乗 り方に

せ る。

■走行 中の様々な危険にて

考 え、発言 している。

◎春江小学校近辺の数ヶ所の

◎パ ソコンを使ってテ レヒ

故のシミュレーシ ョンを
。自分 な りに危ない場面て

たかを考 えさせる。

■写真 に示 された情報か ら

けでな く、潜む危険 もと

り、危ない場面では どC

よいかについて発言や 5

述 している。 (発 言・ 5

や、安全に自転車

ることが大切で

ス ピー ドの出 し過

の危険、傘 さし運

ついて振 り返 えら

いて 自分な りに

発言 )

写真を掲示する。

'画
面に自転車事

示す。

どうすればよかつ

、明 らかな危険だ

ることを読み取

よ うに行動すれば

―クシー トに記

―クシー ト)

ま

と

め

○今 日学習 したことをもとに、自分の安全の

めあてを設定 しワークシー トに記入する。

◎ヘルメッ トの着用についても、ワークシー

トの絵をもとに考えさせる。

・めあてを 日常生活に生かしていくように話

す。



特別活動 (学級活動)学習指導案

1 題材名  「春 江の町 のか くれ た危 険 を見 つ けよ

江戸川 区立春江小学校

平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分か ら午後 2時 30分
3年 3組 教室

第 3学年 3組  35名
植 村 耕 作

う～ 自転車 の安全 な走行～ 」

目標

Ⅱ-2 自転車の安全な利用 と点検・ 整備

自転車の安全な利用 。点検や整備 について理解 を深 め、交通のきま り 。約束等 を守 って安

全な乗車ができるよ うにする。

3 幼児・児童・生徒の実態

本学級のほぼ全員の児童が自転車に乗れ、毎 日のように自転車を使用 している。公園や友

達の家に行 くときなど、大人 と一緒ではなく友達同士で乗つている児童も多い。また、塾や

習い事等をする児童も増え、行動範囲も少 しずつ広がってきている。

10月 初旬に、警察の方から自転車の正 しい乗 り方や交通ルールについて話を開き、道路

を想定 したコースで自転車の乗 り方や危険な場所を確認する「自転車運転免許教室」をおこ

なった。講習修了後に、全員の児童に免許証が交付 された。 自転車に乗る頻度や運転技術に

は個人差が大きく、多くの児童は、技術が未熟で危険性を配慮する余裕がないように思えた。

交通ルールを守るとい う意識 も頭では分かっていても、実際には行動できない児童もいた。

そこで児童の実生活に即 した春江の町の危険な場所を意識 させたい。

この時期に交通ルールを守ることや、安全な自転車の乗 り方について体験を通 して考えさ

せること、安全に対する意識をもたせることはとても重要である。これまでの学習体験 と児

童に 日常を振 り返 らせることで、交通安全に対する意識をもち、進んで安全な活動をする見

通 しがもてるようにしていきたい。

4 本題材 と「日常的な安全指導J「定期的な安全指導J「特設する安全学習」との関連

「日常的な安全指導」 として、朝の会や帰 りの会、学級指導などにおいて道路の歩行や交

通機関の利用、自転車の安全な利用について繰 り返 し指導を行つている。また、交通安全標

話をつくり、毎日帰 りの会で数名ずつ発表することで、交通安全に対する意識を高めるよう

にしている。
「定期的な安全指導」として、毎年『 自転車運転免許教室』を行つている。その際、正し

い自転車の乗 り方や標識、自転車のきまりなどを体験 して学習した。また、毎月の安全指導

の際にも安全な自転車の乗 り方について考えさせている。

「特設する安全学習Jと して、社会科で『 わたしたちの町みんなの町』の単元を学習した

後に、総合的な学習の時間において学校のまわりの様子をさらに調べ、交通に対する危険箇

所についても考えさせた。

自転車教室で自転車の運転操作や 自転車の安全点検、一時停止などの基本的なことは、学

習 した。 さらに、身近なところにも危険が潜んでいることをシミュレーションを用いて再認

識 させ、交通安全に気を付けて自転車を運転するために本単元を設定 した。

5 日標に迫 るための指導方法の工夫

春江小学校のすぐ近くには、京葉道路がある。その京葉道路に出た り入つた りする車が、

学校の前の狭い道路もスピー ドを出して通つているのをよく見かける。また、住宅街の狭い

道路でも、スピー ドが出ている車、曲がってくる車など危ないと思 うことがよくある。 さら

に、自転草と車の接触事故が多い地域である。いつも歩いている通学路や、遊びに行くとき

に通つている学区内の道路など、春江小学校の近辺の写真を提示することで、身近なところ
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にも危険が潜んでいることを考えさせ、安全に対する意識をもたせたい。

6 本時の指導 (第 1時/1時間)

(1)ね らい

・ 自転車走行 中の危険について考え、安全な行動を しよ
。明 らかな危険だけでな く、潜む危険について も知 るこ

ける。

うとする。

とで、危険を回避する能力を身に付

【Ⅱ-2-① ② l

◎支援・ 留意点  ■評価 (評価方法)○主な学習活動

。自転車には、いいところもあるけど、それ

だけではないところに気付かせる。

○ 「自転車のいいところ」について考える。

○ 「便利な自転車。でも、何も考えないで乗

つているとどうなるだろう。」隠れた危険

について考える。

○本時の学習について知る。

○絵の中か ら、どんな危険が潜んでい るか話

し合 う。

○春江小学校の近辺の写真を見ながら、潜む

危険をグループで話 し合 う。

○潜む危険を避けるためにはどうすればよ

いかを話 し合い、ワークシー トに書く。

○グループごとに話 し合つた内容を発表す

る。

。自転車も車両であることや、安全に自転車

に乗 るためにきま りを守ることが大切で

あることを考えさせる。

◎手放 し運転、片手運転、スピー ドの出し過

ぎ、信号無視、二人乗 りの危険、傘さし運

転など、危険な乗 り方について振 り返えら

せる。

■走行中の様々な危険について自分なりに

考え、発言 している。 (発言 )

◎春江小学校近辺の数ヶ所の写真を掲示する。

◎パ ソコンを使つてテレビ画面に自転車事

故のシミュレーションを示す。

■身近にある危険な場所について、これから

安全に過ごすための自分なりの対策を考

え、ワークシー トに記述 している。 (ワ ー

クシー ト)

。自分なりに危ない場面で どうすればよかつ

たかを考えさせる。

■写真に示 された情報から、明らかな危険だ

けでなく、潜む危険もあることを読み取

り、危ない場面ではどのように行動すれば

よいかについて発言や ワークシー トに記

述 してい る。 (発言・ ワー クシー ト)

春江のまちの か くれたきけんを 見つけよう。

◎ヘルメッ トの着用についても、ワークシー

トの絵をもとに考えさせる。

・めあてを日常生活に生かしていくように話

す。

○今 日学習 したことをもとに、自分の安全の

めあてを設定しワークシー トに記入する。

(3)評 価

・ 自転車に乗 る場合の様 々な危険について 自ら考え、安全に対す る意識 をもつ ことができ

たか。
・ 自転草に乗 るときは潜む危険があることを理解できたか。
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特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名

日 時

場 所

対 象

授業者

江戸川 区立春江小学校

平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分 か ら午後 2時 30分
3年 4組 教室

第 3学年 4組  34名
下唐湊 みゆき

1 題材名  「春江の町のか くれた危険 を見つけよう～ 自転車の安全な走行～」

目標

Ⅱ-2 自転車の安全な利用 と点検・整備

自転車の安全な利用 。点検や整備について理解を深め、交通のきま り。約束等を守つて安

全な乗車ができるようにする。

3 児童の実態

本学級のほとんどの児童が自転車に乗れる。 自転車に乗 る頻度や運転技術には個人差が大

きいものの、公園や友達の家に行 くときなど、大人 と一緒ではなく友達同士で乗つている児

童が多い。 10月 初旬に、警察の方から自転車の正 しい乗 り方や交通ルールについて話を問

き、道路を想定した実際のコースで乗 り方の練習をする「自転車運転免許教室」を行つた。

講習修了後には、全員の児童に免許証が交付 された。その際、自分では上手に乗れると思つ

ていた児童も、少 し難 しいコースになると上手く乗 ることができなかつたことが分かつた。

中学年になると、 自転車に乗つて行動することが増えてくる。そのため、急激に行動範囲

も広がる。この時期に交通ルールを守 り、安全な自転車の乗 り方について体験を通 して考え

させ、安全に対する意識をもたせることは重要である。これまでの学習体験 と児童に日常を

振 り返らせることで、交通安全に対する意識をもち、進んで安全な活動をする見通 しがもて

るようにしたい。

4 本題材 と「日常的な安全指導」 「定期的な安全指導」 「特設する安全学習」 との関連

「日常的な安全指導Jと して、朝の会や帰 りの会、学級指導などにおいて道路の歩行や交

通機関の利用、自転車の安全な利用について繰 り返 し指導を行っている。また、交通安全標

語をつくり、毎 日帰 りの会で数名ずつ発表することで、交通安全に対する意識を高めるよう

にしている。
「定期的な安全指導」として、毎年『 自転車運転免許教室』を行つている。その際、正し

い自転車の乗 り方や標識、自転車のきま りなどを体験 して学習した。また、毎月の安全指導

の際にも安全な自転車の乗 り方について考えさせている。

「特設する安全学習」 として、社会科で『 わたしたちの町みんなの町』の単元を学習 した

後に、総合的な学習の時間において学校のまわりの様子をさらに調べ、交通に対する危険箇

所についても考えさせた。

自転車教室で自転車の運転操作や 自転車の安全点検、一時停止などの基本的なことは、学

習 した。 さらに、身近なところにも危険が潜んでいることをシミュレーションを用いて再認

識 させ、交通安全に気を付けて自転車を運転するために本単元を設定 した。

5 日標に迫 るための指導方法の工夫

春江小学校のすぐ近 くには、京葉道路がある。その京葉道路に出た り入ったりする車が、

学校の前の狭い道路もスピー ドを出して通つているのをよく見かける。また、住宅街の狭い

道路でも、スピー ドが出ている車、曲がってくる車な ど危ないと思 うことがよくある。 さら

に、自転車 と車の接触事故が多い地域である。いつも歩いている通学路や、遊びに行 くとき

に通つている学区内の道路など、春江小学校の近辺の写真を提示することで、身近なところ

にも危険が潜んでいることを考えさせ、安全に対する意識をもたせたい。
6 本時の指導 (第 1時/1時間 )
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(1)ね らい
。自転車走行中の危険について考え、安全な行動をしよ
。明らかな危険だけでなく、潜む危険についても知るこ

ける。

うとする。

とで、危険を回避する能力を身に付

【Ⅱ-2-① ②】

◎支援・ 留意点  ■評価 (評 価方法 )○主な学習活動

。自転車には、いい ところもあるけど、それ

だけではない ところに気付かせ る。

○ 「自転車のいいところ」について考える。

○「便利な自転車。でも、何も考えないで乗

つているとどうなるだろう。」隠れた危険

について考える。

展
　
　
開

○本時の学習について知 る。

○絵の中から、どんな危険が潜んでいるか話

し合 う。

○春江小学校の近辺の写真を見ながら、潜む

危険をグループで話 し合 う。

○潜む危険を避けるためにはどうすればよ

いかを話 し合い、ワークシー トに書く。

○グループごとに話 し合った内容を発表す

る。

。自転車 も車両であることや、安全に自転車

に乗るためにきま りを守ることが大切で

あることを考えさせる。

◎手放 し運転、片手運転、スピー ドの出し過

ぎ、信号無視、二人乗 りの危険、傘さし運

転など、危険な乗 り方について振 り返えら

せる。

■走行中の様々な危険について自分なりに

考え、発言している。 (発言 )

◎春江小学校近辺の数ヶ所の写真を掲示する。

◎パソコンを使つてテ レビ画面に自転車事

故のシミュレーションを示す。

■身近にある危険な場所について、これから

安全に過 ごすための自分なりの対策を考

え、ワークシー トに記述 している。 (ワ ー

クシー ト〉

・ 自分な りに危ない場面でどうすればよかつ

たかを考えさせる。

■写真に示された情報から、明らかな危険だ

けでなく、潜む危険もあることを読み取

り、危ない場面ではどのように行動すれば

よいかについて発言や ワークシー トに記

述 してい る。 ワー クシー ト)

春江のまちの か くれたきけんを 見つけよう。

◎ヘル メッ トの着用について も、ワー クシー

トの絵 をもとに考えさせ る。

・ めあてを 日常生活 に生か してい くように話

す 。

○今 日学習 したことをもとに、自分の安全の

めあてを設定 しワークシー トに記入する。

(3)評価
。自転車に乗る場合の様々な危険について自ら考え、安全に対する意識をもつことができ

たか。

・ 自転車に乗るときは潜む危険があることを理解できたか。
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特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名  江戸川 区立春江小学校

日 時  平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分 か ら午後 2時 30分
場 所  4年 1組教室

対 象  第 4学年 1組 38名
授業者  下澤 久美子

1 題材名  「自転 車の交通安全 につ いて考 えよ う。」

_  2 日標

Ⅱ-2 自転車の安全な利用 と点検・ 整備

自転車の安全な利用・ 点検や整備 について理解 を深 め、交通のきま り 。約束等 を守 って安
'   

全な乗車ができるようにす る。

3 児童の実態

3年生の時に自転車運転免許教室を経験 し、正しい 自転車の乗 り方や交通ルールを学んだ

が、学年の中で自転車にかかわる交通事故があり、自転車の安全な乗 り方や、交通ルールを

守ることなどを徹底させたい。

自転車に乗つて習い事や遊びに行つたりすることは、 4年生にとつては 日常である。

学級の児童の 100%が 自転車を使用 してお り、夕方薄暗くなる頃に乗 る児童もいる。

実際に事故にあつた時刻は、 4時や 5時で、遊び帰 りの時であつた。また、道がカープし

ているところで、見通 しが悪 く安全確認が難 しい場所であつたことから、事故に遭わないよ

うに危険を予測する力をつける必要がある。

4 本題材と「日常的な安全指導」「定期的な安全指導 J「 特設する安全学習」との関連

(1)「 日常的な安全指導」との関連

朝の会・ 帰 りの会な どで、 自転車で道を渡 るときや横切 る時には一度止ま り・、安全

確認をす ること、カープでは見通 しが悪 くさらに気を付けることを指導 している。

(2)「定期的な安全指導」 との関連

本校では月一回の安全指導 日に、資料 を基に道路標識は安全を守るために設置 され

ていることを知 らせ、安全で正 しい 自転車の乗 り方や駐輸の仕方について考えさせた

り、交差点での横断の仕方を指導 した りしている。また今後、 自転車の危険な乗 り方

とその理 由を考えさせる計画を している。

(3)「 特設す る安全学習」 との関連

正 しい自転車の運転の仕方 を学び、自転車免許証 をもつ ことにより、交通安全意識

を自党 させ、交通事故防止を図る 目的で、 3年生で 自転車運転免許教室を設定 した。

4年生では、歩行者安全教室においてシ ミュレー タによる歩行体験を通 し、交通安

全の意識 を高めさせた。また、警察 と連携 し、大型 自動車の ドライバーの死角につい

ても確認 させた。

以上の学習を踏まえ、自転車利用時にも、事故から身を守る方法を考えさせ、実践に結

び付けていきたい。

5 日標に迫 るための指導方法の工夫
。身近な問題 として考えさせるため、実際に起 こった事故を課題 とす る。

・様々な事故原因 (危険)を理解 させるため、自分や身近な人が事故に遭遇 したことや、見

門きしたことを発表 させ共有する。

・事故原因を探 らせるため、事故現場 (カ ープや段差)の写真を提示する。
。どんな危険があるかを考えさせるため、「危険な自転車の乗 り方」の動画を見せる。

・ 自分の自転車の乗 り方を振 り返 り、これからの安全な乗 り方について考えさせる。
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・危険に関する理解を深めるため、ワークシー トを活用する。

・主な事故原因を知 らせるため、「警察庁事故統計資料」を活用する。

6 本時の指導 (1時間扱い)

(1)ね らい
・ 自転車利用時に潜む様々な危険について知 り、事故か ら身を守る方

ゃ密菫ぅ主86b】
つ
乙 展

○主な学習活動 ◎支援・留意点  ■評価 (評価方法)

導

　
入

○自転車による交通事故の現状を知 る。

○事故原因を考え、見通 しの悪い場所やルー

ルを守っていても事故に遭 うことがある

ことを知る。

◎ 自転車による事故事例を 2点紹介する。イ

メージをもつことができるよう写真を提

示す る。

◎道路がカーブしていること、事故にあつた

時刻の 2点 が共通 していることを知 らせ

る。

展
　
　
開

○ 自転車に乗 つていて危険な時は どんな状

況の時か考 える。

○動画を見て気が付いた ことを発表す る。

○自転車安全利用五貝Jを確かめる。

○ 自転車通行 に関す るクイズを行 う。

◎「危険な 自転車の乗 り方」の動画 を見せ る。

◎ ワー クシー トに記入 させ、考 えををま とめ

させ る。

■ 自転草の危険な乗 り方について理解でき、

適切に ワー クシー トに記述 している。

(ワ ー クシー ト)

◎プ リン トを提示 し、確 かめ させ る。

特に 「3 歩道 は歩行者優先で、車道寄 り

を徐行」 「4 安全ルールを守 る」は しつ

か り理解 させ、 「5 子 どもはヘルメッ ト

を着用」について もルールが変 わった こと

を知 らせ、着用す るように努力 させ る。

◎絵 を提示 しなが ら「○ ×クイズ」を実施 し、

自転車の安全な乗 り方 についての理解 を

深 める。

(警視庁か ら出されている「自転車の通行

方法等 に関す る○ ×クイズ」 を活用す

る)

ま
と

め

○本時を振 り返 りなが ら、学んだ知識 を自身

の 日常生活 にどの よ うに生か してい くか

を考 える。

■学習 したことを踏まえ、自転車に乗 る時に

気を付 けなければな らない ことについて

考 えワー クシー トに記述 している。

(ワ ー クシー ト)

(3)評価

・様々な事故原因を知 り、危険を予測 し回避する正 しい自転車の乗 り方を考えている。
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特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名  江戸川 区立春江小学校

日 時   平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分 か ら午後 2時 30分
場 所   4年 2組教室

対 象  第 4学年 2組 37名
授業者  金子 大輔

1 題材名  「自転車の交通安全 について考 えよ う。」

2 目標

Ⅱ-2 自転車の安全な利用 と点検・整備

自転車の安全な利用 。点検や整備 について理解 を深 め、交通のきま り 。約束等を守つて安

全な乗車ができるようにする。

3 児童の実態

3年生の時に自転車運転免許教室を経験 し、正 しい 自転車の乗 り方や交通ルールを学んだ

が、学級の中で 自転車にかかわる交通事故があ り、 自転車の安全な乗 り方や、交通ルールを

守 ることな どを徹底 させたい。

学級では 1名 を除いて全員が 日常的に自転車に乗 つている。その うち、半数近 くがこれま

でにひやつ とす るような経験を している。 3年生の時に 1名 が 自動車 との接触事故を起 こし

ている。他、歩行者 にぶつか りそ うになったなど加害者 とな り得 る経験をしている者 も若干

名いる。他 に、携帯電話を しなが らの運転、傘をさしなが らの運転、二人乗 りをするな ど、

普段か らの安全に対す る意識 を高める必要がある者 も数名いる。

4 本題材と「日常的な安全指導」「定期的な安全指導」「特設する安全学習」との関連

(1)「 日常的な安全指導」 との関連

朝の会・ 帰 りの会 な どで、 自転 車で道 を渡 る ときや横切 る時 には一度止 ま り、安全

確認 をす るこ と、カープでは見通 しが悪 くさらに気 を付 けるこ とを指 導 してい る。

(2)「 定期的な安全指導」 との関連

本校 では月一回の安全指導 日に、資料 を基 に道 路標識 は安全 を守 るために設置 され

ているこ とを知 らせ 、安全 で正 しい 自転車 の乗 り方や駐輪 の仕 方 につ いて考 え させ た

り、交差点での横 断 の仕方 を指導 した りしてい る。 また今後 、 自転車 の危険 な乗 り方

とその理 由を考 え させ る計画 を してい る。

(3)「 特設す る安全学習」 との関連

正 しい 自転車の運 転の仕方 を学び、 自転車免許証 をもつ ことに よ り、交通安全 意識

を 自覚 させ、交通 事故防止 を図 る 目的で、 3年生で 自転車運転免 許教室 を設定 した。

4年 生では、歩行者 安全教 室 において シ ミュ レー タに よる歩行体験 を通 し、交通安

全 の意識 を高 め させた。また、警察 と連携 し、大型 自動車 の ドライバー の死 角 につい

て も確認 させ た。

以上の学習を踏まえ、 自転車利用時にも、事故か ら身を守る方法を考えさせ、実践に結

び付 けていきたい。

5 日標 に迫 るた めの指導方法 の工夫

・ 身近な問題 として考 えさせ るため、実際 に起 こつた事故 を課題 とす る。

・様々な事故原因 (危 険)を理解 させ るため、 自分や身近な人が事故 に遭遇 した ことや、見

聞きした ことを発表 させ共有す る。
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・事故原因を探 らせ るため、事故現場 (カ ープや段差)の 写真 を提示す る。

・ どんな危険があるかを考えさせ るため、「危険な 自転車の乗 り方」の動画を見せる。

・ 自分の自転車の乗 り方を振 り返 り、 これか らの安全な乗 り方について考えさせ る。

・危険に関す る理解 を深めるため、ワー クシー トを活用す る。

・ 主な事故原因を知 らせ るため、「警察庁事故統計資料」を活用す る。

6 本時の指導 (1時間扱い )

(1)ね らい
・自転車利用時に潜む様々な危険について知 り、事故から身を守る方法を考えさせる。

【Ⅱ-2-① ②③】

(3)評 価

・様 々な事故原因を知 り、危険を予測 し回避す る正 しい 自転車の乗 り方 を考えている。
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2

○主な学習活動 ◎支援・留意点  ■評価 (評価方法 )

導

　

入

○ 自転車による交通事故の現状を知 る。

○事故原因を考え、見通 しの悪い場所やルー

ルを守っていても事故に遭 うことがある

ことを知 る。

◎ 自転車による事故事例を 2点紹介する。イ

メー ジをもつ ことができるよう写真 を提

示す る。

◎道路がカープ していること、事故にあつた

時刻の 2点が共通 していることを知 らせ

る。

展
　
　
開

○ 自転車に乗 つていて危険な時は どんな状

況の時か考 える。

○動画を見て気が付いた ことを発表する。

○ 自転車安全利用五則 を確かめる。

○ 自転車通行 に関す るクイズを行 う。

◎「危険な 自転車の乗 り方」の動画を見せ る。

◎ ワー クシー トに記入 させ、考 えををま とめ

させ る。

■自転車の危険な乗 り方 について理解でき、

適切にワー クシー トに記述 している。

(ワ ー クシー ト)

◎プ リン トを提示 し、確かめさせ る。

特に 「3.歩道は歩行者優先で、車道寄 り

を徐行」 「4.安全ルールを守 る」は しつ

か り理解 させ、 「 5。 子 どもはヘルメッ ト

を着用」についてもルールが変わった こと

を知 らせ、着用す るように努力 させる。

◎絵 を提示 しなが ら「○×クイズ」を実施 し、

自転車の安全な乗 り方についての理解を

深める。

(警視庁か ら出されている「自転車の通行

方法等 に関す る○ ×クイズ」を活用す

る)

ま

と
め

○本時を振 り返 りながら、学んだ知識を自身

の日常生活にどのように生かしていくか

を考える。

■学習 したことを踏まえ、自転車に乗 る時に

気 を付 けなければな らないことについて

考えワークシー トに記述 している。

(ワ ークシー ト)



特別活動

1 題材名  「自転車の交通安全 について考 えよう。」

2 目標

Ⅱ-2 自転車の安全な利用 と点検・整備

自転車の安全な利用・ 点検や整備について理解を深め、交通のきまり。約束等を守つて安

全な乗車ができるようにする。

3 児童の実態

3年生の時に自転車運転免許教室を経験 し、正しい自転車の乗 り方や交通ルールを学んだ

が、クラスの児童の中で 2件 、自転車に乗つている時の交通事故があつた。大きなけがには

いたらなかつたが、自転車の安全な乗 り方や交通ルールを守ることを徹底させ、児童の安全

を守 りたい。

自転車に乗つて習い事に行つた り、遊びに行つた りすることが児童の 日常である。そ して、

4年生が自転車に乗つている時刻は夕方薄暗くなる頃が多い。実際に事故にあつた時刻は、

4時や 5時で、遊び帰 りの時であつた。また、道がカープ しているところや信号がない確認

が厳 しい場所であつたことから、危険を予測する力を付けさせたい。

4 本題材と「日常的な安全指導」「定期的な安全指導 J「 特設する安全学習 Jとの関連

(1)「 日常的な安全指導」 との関連                     .
朝の会・ 帰 りの会な どで、 自転車で道を渡 るときや横切 る時には一度止ま り、安全

確認 をす ること、カープでは見通 しが悪 くさらに気 を付けることを指導 している。

(2)「定期的な安全指導Jと の関連

本校 では月一回の安全指導 日に、資料 を基に道路標識は安全を守るために設置 され

ていることを知 らせ、安全で正 しい 自転車の乗 り方や駐輪の仕方について考えさせた

り、交差点での横断の仕方を指導 した りしている。また今後、自転車の危険な乗 り方

とその理由を考えさせる計画をしている。

(3)「特設する安全学習」 との関連

正 しい 自転車の運転の仕方を学び、自転車免許証 をもつ ことにより、交通安全意識

を自党 させ、交通事故防止 を図る目的で、 3年生で 自転車運転免許教室を設定 した。

4年生では、歩行者安全教室においてシミュレー タによる歩行体験 を通 し、交通安

全の意識 を高めさせた。また、警察 と連携 し、大型 自動車の ドライバーの死角につい

ても確認 させた。

以上の学習を踏まえ、自転車利用時にも、事故か ら身を守る方法を考えさせ、実践に結

び付けていきたい。

5 目標 に迫 るための指導方法の工夫

・身近な問題 として考えさせるため、実際に起こつた事故を課題 とす る。

・様々な事故原因 (危険)を理解 させるため、自分や身近な人が事故に遭過 したことや、見

聞きしたことを発表させ共有する。

(学級 活動 )

学校名
日 時

場 所

対 象

授業者

学習指導案

江戸川 区立春江小学校

平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分か ら午後 2時 30分
4年 3組 教室

第 4学年 3組  37名
板橋 智恵



・事故原因を探 らせ るため、事故現場 (カ ープや段差)の 写真 を提示す る。

・ どんな危険があるかを考えさせ るため、「危険な 自転車の乗 り方」の動画を見せ る。

・ 自分の 自転車の乗 り方を振 り返 り、 これか らの安全 な乗 り方 について考 えさせ る。

・危険に関す る理解 を深めるため、 ワー クシー トを活用す る。

・主な事故原因を知 らせ るため、「警察庁事故統計資料」 を活用す る。

6 本時の指導 (1時 間扱い )

(1)ね らい
・ 自転車利用時に潜む様々な危険について知 り、事故から身を守る方法を考えさせる。

【Ⅱ-2-① ②③】

(3)評価

・様々な事故原因を知 り、危険 を予測 し回避す る正 しい 自転車の乗 り方 を考えてい る。

2

○主な学習活動 ◎支援・留意点  ■評価 (評価方法)

導
　
入

○ 自転車による交通事故の現状 を知 る。

○事故原因を考え、見通 しの悪い場所やルー

ル を守つていても事故に遭 うことがある

ことを知 る。

◎ 自転車による事故事例を 2点紹介する。イ

メージをもつことができるよう写真を提

示する。

◎道路がカープしていること、事故にあった

時刻の 2点 が共通 していることを知 らせ

る。

展
　
　
開

○自転車に乗つていて危険な時はどんな状

況の時か考える。

○動画を見て気が付いたことを発表する。

○ 自転車安全利用五則 を確かめる。

○ 自転車通行に関するクイズを行 う。

◎「危険な自転車の乗 り方」の動画を見せる。

◎ ワー クシー トに記入 させ、考えををま とめ

させ る。

■ 自転車の危険な乗 り方 について理解でき、

適切にワー クシー トに記述 してい る。

(ワ ー クシー ト)

◎プ リン トを提示 し、確かめさせ る。

特 に 「3 歩道は歩行者優先で、車道寄 り

を徐行」 「4 安全ルールを守る」は しっ

か り理解 させ、 「5.子 どもはヘルメッ ト

を着用」について もルールが変わつたこと

を知 らせ、着用す るよ うに努力 させる。

◎絵 を提示 しなが ら「○ ×クイズ」を実施 し、

自転車の安全 な乗 り方 についての理解 を

深 める。

(警視庁か ら出されてい る「自転車の通行

方法等 に関す るOXク イズ」を活用す

る )

ま

と

め

○本時を振 り返 りながら、学んだ知識を自身

の日常生活にどのように生か していくか

を考える。

■学習 した ことを踏 まえ、自転車に乗 る時に

気 を付けなければな らない ことについて

考 えワー クシー トに記述 している。

(ワ ー クシー ト)
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特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名  江戸川区立春江小学校

日 時  平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分 か ら午後 2時 30分
場 所  4年 4組教室

対 象  第 4学年 4組 37名

授業者   山口 昇

1 題材名  「自転車 の交通安全 について考 えよ う。」

2 日標

Ⅱ-2 自転車の安全な利用 と点検・整備

自転車の安全な利用 。点検や整備 について理解 を深め、交通のきま り,。 約束等を守って安

全な乗車ができるよ うにす る。

3 児童の実態

4年生になった子供たちは、下校後の活動範囲が広が り、 自転車に乗 つて出かけることが

多 くなっている。 自転車を持つている割合 も 100%で ある。

そのため、 3年生の時には自転車運転免許教室を行い、 自転車の正 しい乗 り方について学

習 した。また、 4年生になってか らは、歩行シミュレーター安全教室を行い、道路の正 しい

歩行 とともに危険の予測・回避 について も学んだ。

しか し、昨年度か ら今年度にかけての 1年半の間に、この学年では、 自転車に乗 つていて

の転倒事故や 自動車 との接触事故が数件起きている。また、校 内生活の様子を見て も、休み

時間に教室や廊下を走 り回る子がお り、安全 に対す る意識が十分高い とは言 えない。

4 本題材と「日常的な安全指導」「定期的な安全指導」「特設する安全学習」との関連

(1)「 日常的な安全指導」 との関連

朝 の会・ 帰 りの会 な どで、 自転車で道 を渡 る ときや横切 る時には一度止 ま り、安全

確認 をす るこ と、カーブでは見通 しが悪 くさ らに気 を付 けるこ とを指 導 してい る。

(2)「 定期的な安全指 導」 との関連

本校 では月 一回の安全指導 日に、資料 を基 に道路標識 は安全 を守 るた めに設置 され

てい ることを知 らせ 、安全 で正 しい 自転車 の乗 り方や駐輪 の仕方 について考 え させた

り、交差点での横 断 の仕方 を指導 した りしてい る。 また今後 、 自転車 の危険 な乗 り方

とその理 由を考 え させ る計画 を してい る。

(3)「 特設す る安全学習」 との関連

正 しい 自転 車の運転の仕方 を学び 、 自転 車免許証 をもつ こ とに よ り、交通安全意識

を 自覚 させ 、交通事故防止 を図 る 目的で、 3年生で 自転 車運転免許教室 を設定 した。

4年 生では、歩行者安全教室 において シ ミュ レー タに よる歩行 体験 を通 し、交通安

全 の意識 を高 め させた。また、警察 と連携 し、大型 自動車 の ドライバーの死角 につい

て も確認 させ た。

以上の学習を踏まえ、 自転車利用時にも、事故か ら身 を守る方法を考えさせ、実践に結

び付けていきたい。

5 目標 に迫 るための指導方 法の工夫

。身近な問題 として考 えさせ るため、実際 に起 こつた事故 を課題 とす る。

・様 々な事故原因 (危険)を理解 させ るため、 自分や身近な人が事故 に遭遇 した ことや、見

聞き したことを発表 させ共有す る。
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・事故原因を探 らせるため、事故現場 (カ ーブや段差)の 写真を提示する。

・ どんな危険があるかを考えさせるため、「危険な自転車の乗 り方」の動画を見せる。

・ 自分の自転車の乗 り方を振 り返 り、これからの安全な乗 り方について考えさせる。

・危険に関する理解を深めるため、ワークシー トを活用する。

・主な事故原因を知 らせるため、「警察庁事故統計資料」を活用する。

6 本時の指導 (1時 間扱い)

(1)ね らい
・自転車利用時に潜む様々な危険について知り、事故から身を守る方

瞥害首ぅ主866】

(3)評価

・様 々な事故原因を知 り、危険 を予測 し回避す る正 しい 自転車の乗 り方 を考 えている。
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2

○主な学習活動 ◎支援・留意点  ■評価 (評 価方法 )

導
　
入

○ 自転車による交通事故の現状を知 る。

○事故原因を考え、見通 しの悪い場所やルー

ル を守っていても事故に遭 うことがある

ことを知 る。

◎ 自転車による事故事例を 2点紹介する。イ

メージをもつことができるよう写真を提

示する。

◎道路がカープしていること、事故にあつた

時刻の 2点が共通 していることを知 らせ

る。

展

　

　

開

○自転車に乗つていて危険な時はどんな状

況の時か考える。

O動画を見て気が付いたことを発表する。

○自転車安全利用工則を確かめる。

○ 自転車通行 に関す るクイズを行 う。

◎「危険な自転車の乗 り方」の動画を見せる。

◎ワークシー トに記入 させ、考えををまとめ

させ る。

■自転車の危険な乗 り方について理解でき、

適切にワークシー トに記述している。

(ワ ークシー ト)

◎プ リン トを提示 し、確かめさせる。

特に「3 歩道は歩行者優先で、車道寄 り

を徐行」 「4 安全ルールを守る」はしつ

か り理解 させ、「5 子 どもはヘルメッ ト

を着用」についてもルールが変わったこと

を知 らせ、着用するように努力 させる。

◎絵を提示 しながら「○×クイズ」を実施 し、

自転車の安全な乗 り方についての理解を

深める。

(警視庁から出されている「自転車の通行

方法等に関する○×クイズ」を活用す

る)

ま
と

め

○本時を振 り返 りなが ら、学んだ知識 を 自身

の 日常生活 にどのよ うに生か してい くか

を考 える。

■学習 した ことを踏まえ、自転車に乗 る時に

気 を付 けなければな らない ことについて

考 えワー クシー トに記述 してい る。

(ワ ー クシー ト)



総合的な学習の時間学習指導案

学校名

日 時

江戸川 区立春江小学校

平成 25年 ■0月 25日 (金 )

午後 1時 45分か ら午後 2時 30分
5年 1組教室

第 5学年  1組   35名
小菅 洋次

所

象

者業

場

対

授

1 題材名  「地域 交通 安全マ ップ を作 ろ う」

2 目標

Ⅱ-4 交通事故防止 と安全 な生活

・ 地域 の交通安全 に関す る諸機 関や 団体 が行 つてい る対策 や活動 を理解 し、安全 な交

通社会 を築 くた めに、積極 的 に参加 でき るよ うにす る。

・身近 に潜む交通事故が起 こ りそ うな場所 を調べ、交通安全の意識を高める。

3 児童の実態

校外の活動のためにクラスで並んで道路を歩 くときは、安全に気を付けて歩行 している。

広がって歩きがちだが、声をかければ広がらずに歩 くことができる。 しかし、何かに夢中に

なつている時や慌てている時には、周 リヘ注意が向いていない様子が見 られることがある。

また、休み時間などには廊下の曲が り角や教室の入 り日から勢いよく飛び出していくことも

多い。おそらく児童は、 日常生活で道路を歩いていた り自転車に乗った りしている時には、

他の歩行者や 自転車、自動車への注意が散浸になっていたるだろうと想像 される。また、危

険を予測 して歩行、自転車通行することは難 しいであろうと思われる。

本校は学区が広く、地域の公園や友達の家へ 自転車で遊びに行 く児童が多い。危 うく事故

にな りそ うになつたこともあり、実際に接触 したケースもある。

4 本単元 (題材 )と「日常的な安全指導」「定期的な安全指導 J「特設する安全学習」との関連

以下の安全指導を通 して、本単元の目標に迫る。

● 「日常的な安全指導」としては、校外で体育の授業や活動を行 う際に、安全な道の選び方、

安全な歩道や横断歩道の歩き方などについて指導している。普段歩いている道路でも状況

に応 じて安全な歩き方ができるよう学習させている。

● 「定期的な安全指導Jと しては、月に 1度 の安全指導 日に時期に応 じた安全指導を行つて

いる。学習 した内容を踏まえ、実際の道路でその大切 さを実感 させている。

● 「特設する安全学習」としては、自転車シミュレータ教室において、自転車の安全な乗 り

方について学習した。フイール ドワータを行 うことにより、実際の道路で起こる危険の予

測や安全な通行の仕方について考えさせた。

春江小学校の学区には幹線道路が通 り、住宅街には見通 しの悪い交差点がたくさんある。

どのような場所で、 どのような危険があり、どのような注意が必要なのか、この授業を通

して児童に考えさせ、自分の力で危険を回避できるように したい。

5 目標に迫 るための指導方法の工夫

● 地域の道路を教材 とし、身近に起こりうる交通事故などについて考えさせる。

● 枝外に出てフイール ドワークを行い、危険な個所について見て確かめる。

● 学校の児童や地域の人たちに交通安全を呼びかけるために、のぼり旗を立て掛ける場所を

考えさせる。
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6 画 (9時
時 間 主な学習活動 安全教育の視点に立った留意点

1

● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所 について話 し合 う。

0 自分の経験 を もとに危険な場所

について考えさせ る。

2

● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所 について調べてきた ことを

地図で確認す る。

0 見通 しの悪い交差点、信号のない

横断歩道、車通 りの多い道路など

の視点に着 目させ る。

3

● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所についての実地調査の計画

を立てる。

0危 険な ことが起 こる理 由を考 え

て予想 させ る。

4

● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所についてのフィール ドワー

クを行 う。

0 安全確保のために、保護者に付き

添いを依頼す る。

● フィール ドワークの前に、予想 を

立て させ、課題意識 をもたせ る。

5
● フ ィール ドワー クを基 に地 図 を作成す

る。

0 写真やひ とことカー ドを活用 さ

せ、分か りやすい地図作 りを追及

させ る。

6 ● 調 査報 告 に ついて の発表 計画 を立て

る。

● グループごとに発表 の練習をす る。

0 学校の他の学年の児童や、地域の

方にも分か りやすい発表ができ

るよう、地図や写真を使つて発表
できるようにする。

7

8

9

(本 時 )

地域交通安全マップ発表を行 う。

のぼ り旗を立てる場所を話し合 う。

0 発表 を聞いて、気を付けな くては

い けない場所やその理 由を考 え

させ る。

● 特 に注意 を喚起 しな けれ ばな ら

ない場所 を考えさせ る。
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7 本時の指導 (第 9時/9時 間)

(1)ね らい
。 グループで、地域の交通事故が起こり

に調べた り話 し合つた りしたことを、
まとめて発表する。

・ 交通安全のぼりを取り付ける場所を決め、
うという意識を高める。

そうな場所についてフィール ドワークなどをもと

家族や地域の人たちも気を付けてもらえるように

地域の方々と一緒に交通安全について考えよ
【Ⅱ-4-④ 】

◎支援・留意点  ■評価 (評価方法 )○主な学習活動

◎発表 に仕方や間き方を明確 にす る。

◎交通安全のぼ りを見せて 自分たちの思い

を地域 に伝 えることを確認す る。

○本時の学習のめあてを確認す る。
‐フィール ドワークで分かったことを発表

しよう
。交通安全のぼ りを取 り付ける場所を決め

よう。

◎交通安全マ ップで場所を確認 し、発表を開

く児童にも場所が分かるようにする。

◎発表を開いて気付いたことや考えたこと

を.ワ ークシー トに記入 させる。質問があれ

ば質問させる。

■危険なことや気を付けることについて分

かるように発表 している。 (発表 )

◎地域の方々にも危険な場所を知 らせて、安

全についていつしよに考えてもらえるき

っかけとなるように話 し合わせる。

■地域の方々のことを考えてのぼ りの設置

場所を決めている。 (行動観察)

○グループごとに危険な場所についてわか

ったこと、グループで話 し合つたことを発

表する。 (全部で 8グループ )

・ フィール ドワークで分かつたことを現場

で撮影 した写真などを見せながら発表

する。

・危険を避けるためには何に気を付けたら

よいかグループで話 し合つたことを発

表する。

O学校で作成 した交通安全のぼ りをどこに

取 り付けるか話 し合 う。

大好き春江 守ろう広げよう交通安全

「赤信号君も止まればみんなも止まる」

「あげた手に気づくよゆ うが事故なくす」

の言葉をのば りにして地域の方々に伝えら

れるようにのぼりの設置場所を話 し合 う。

◎交通事故が起こりそ うな危険な場所で何

に気を付ければよいのか確認する。また、

のば りを取 り付けることで地域の方々に

もいつしよに考えてもらいたいことを確

認す る。

○本時の学習の振 り返 りをする。

(3)評価
。交通事故が起 きそ うな場所 について気 を付 けなければいけない ことが分かつたか。

・ 地域の方々にも気 を付 けて もらえるよ うに交通安全のぼ りの設置場所を考 えられたか。
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ヽ総合的な学習の時間学習指導案

学校名  江戸川 区立春江小学校

日 時  平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分 か ら午後 2時 30分
場 所   5年 2組教室

対 象  第 5学年  2組   34名
授業者  穴井 佑未子

1 題材名  「地域交通安全マ ップ を作 ろ う」

2 日標

Ⅱ-4 交通事故防止 と安全な生活

・地域 の交通安全 に関す る諸機 関や 団体 が行 つてい る対策や活動 を理解 し、安全 な交   _
通社会 を築 くために、積極 的に参加 で きるよ うにす る。

・身近に潜む交通事故が起 こりそ うな場所を調べ、交通安全の意識 を高める。

3 児童の実態

基本的に、明るくとても素直な子が多い。普段の様子 を見ていると、 自分たちの遊びやや

りたいことに、意識が集 中して向かってお り、周囲を意識 している場面は非常に少ない。そ

の結果、友達 とぶつか リ トラブルになった り、けがをした りすることが起きている。

学校外では、学区が広いこと、また駅まで少 し距離があることか ら、習い事や通院、友達

と遊ぶ公園に行 く際には 自転車を使 う児童が 100%で ある。児童だけで乗つている場合 も

あれば、保護者 と一緒に乗つている場面も多 く見 られ る。 しか し、 自転車に乗 る際に、子供

用のヘルメッ トを常に着用 している児童はクラスの中では 1人である。

学区内には、幹線道路や高速下を走 る一般道が多 く、 自動車や トラックなど交通量が とて

も多い道路がた くさんある。児童か ら、学区域内での事故の話や 自転車等で危なかった話な

ど聞 くと、多 くの情報が寄せ られ、地域の危ない箇所 についての認識は少 しもっている。

4 本単元 (題材 )と「日常的な安全指導」「定期的な安全指導」「特設する安全学習」との関連

以下の安全指導を通 して、本単元の 目標に迫 る。

● 「日常的な安全指導」としては、校外で体育の授業や活動を行 う際に、安全な道の選び方、

安全な歩道や横断歩道の歩 き方な どについて指導 している。普段歩いている道路でも状況

に応 じて安全な歩 き方ができるよ う学習 させている。

● 「定期的な安全指導」 としては、月 に 1度 の安全指導 日に時期に応 じた安全指導を行って

いる。学習 した内容 を踏まえ、実際の道路でその大切 さを実感 させている。

● 「特設す る安全学習」 としては、 自転車シ ミュレー タ教室において、 自転車の安全な乗 り

方について学習 した。 フイール ドワー クを行 うことによ り、実際の道路で起 こる危険の予

測や安全な通行の仕方について考 えさせた。                       メ

今回の授業をとお して、今一度 自分たちが生活 してい る地域には危険な場所が多 くある

ことを確認 させ、家族や地域の方々にも伝 えてい くことで、交通事故に気を付 けて生活 し

てい こうとす る気持ちを育てたい。

5 日標 に迫 るた めの指導方法の工夫

● 地域の道路を教材 とし、身近に起 こりうる交通事故な どについて考えさせる。

● 校外に出てフィール ドワークを行い、危険な個所 について見て確かめる。

● 学校の児童や地域の人たちに交通安全を呼びかけるために、のぼ り旗 を立て掛ける場所 を

考えさせ る。
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6  指苺 画 (9時 間扱い

時 間 主な学習活動 安全教育の視点に立った留意点

1
● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所 について話 し合 う。

0 自分の経験 をもとに危険な場所

について考 えさせ る。

2

● 自分た ちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所 について調べてきたこ とを

地図で確認す る。

0 見通 しの悪い交差点、信号のない

横断歩道、車通 りの多い道路な ど

の視点に着 目させ る。

3

● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所についての実地調査の計画

を立てる。

● 危険 なこ とが起 こる理 由を考え

て予想 させ る。

4

● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所についてのフィール ドワー

クを行 う。

● 安全確保のために、保護者に付 き

添いを依頼す る。

0 フィール ドワー クの前に、予想 を

立て させ、課題意識 をもたt6。

5
● フィール ドワークを基に地図を作成す

る。

0 写真やひ とことカー ドを活用 さ

せ、分か りやすい地図作 りを追及

させ る。

6 ● 調 査 報 告 につ いて の発 表 計画 を立て

る。

● グループ ごとに発表の練習をす る。

0 学校の他の学年の児童や、地域の

方にも分か りやすい発表ができ

るよう、地図や写真を使つて発表

できるようにする。

7

8

9

(本時 )

地域交通安全マ ップ発表 を行 う。

のぼ り旗 を立てる場所 を話 し合 う。

発表 を聞いて、気 を付 けなくては

い けない場所や その理 由を考 え

させ る。         ,
特に注意 を喚起 しな ければな ら

ない場所を考えさせる。
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7 本時の指導 (第 9時/9時 間)

(1)ね らい
・ グループで、地域の交通事故が起こりそ うな場所についてフィール ドワークなどをもと

に調べた り話 し合つた りしたことを、家族や地域の人たちも気を付けてもらえるように
まとめて発表する。

・ 交通安全のぼ りを取 り付ける場所を決め、地域の方々と一緒に交通安全について考えよ
うという意識を高める。                  【Ⅱ-4-④ 】

(3)評価

・交通事故が起きそ うな場所について気を付けなければいけないことが分かったか。

・地域の方々にも気を付けてもらえるように交通安全のぼりの設置場所を考えられたか。
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○主な学習活動 ◎支援・留意点  ■評価 (評価方法 )

導
　
入

○本時の学習のめあてを確認する。

・ フィール ドワークで分かつたことを発表

しよう
。交通安全のば りを取 り付ける場所を決め

よう。

◎発表に仕方や聞き方を明確にする。

◎交通安全のぼりを見せて自分たちの思い

を地域に伝えることを確認する。

展
　
　
開

○ グループ ごとに危険な場所 についてわか

つた こと、グループで話 し合 つたことを発

表す る。 (全部で 8グループ )

・ フィール ドワー クで分かったことを現場

で撮影 した写真な どを見せなが ら発表

す る。

・危険を避 けるためには何 に気 を付けた ら

よいかグループで話 し合 つた ことを発

表す る。

O学校で作成 した交通安全のぼ りをどこに

取 り付けるか話 し合 う。

大好き春江 守ろう広げよう交通安全
「赤信号君も止まればみんなも止まる」
「あげた手に気づくよゆうが事故なくす」

の言葉をのぼ りにして地域の方々に伝えら

れるようにのぼりの設置場所を話 し合 う。

◎交通安全マップで場所を確認 し、発表を門

く児童にも場所が分かるようにする。

◎発表を開いて気付いたことや考えたこと

をワークシー トに記入させる。質問があれ

ば質問させる。

■危険なことや気を付けることについて分

かるように発表 している。〈発表 )

◎地域の方々にも危険な場所を知 らせて、安

全についていっしょに考えてもらえるき

つかけとなるように話し合わせる。

■地域の方々のことを考えてのぼ りの設置

場所を決めている。 (行動観察 )

ま
と

め

○本時の学習の振 り返 りをす る。 ◎交通事故が起こりそ うな危険な場所で何

に気を付ければよいのか確認する。また、

のぼ りを取 り付けることで地域の方々に

もいつしょに考えてもらいたいことを確

認する。



総合的な学習の時間学習指導案

学校名  江戸川区立春江小学校

日 時  平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分から午後 2時 30分
場 所  5年 3組教室

対 象  第 5学年 3組  33名
授業者  柳下 昌美

1 題材名  「地域交通安全マ ップを作 ろ う」

2 日標
―  Ⅱ-4 交通事故防止 と安全な生活

地域の交通安全に関す る諸機 関や団体が行つている対策や活動を理解 し、安全な交通

社会を築 くために、積極的に参加 できるようにす る。

・ 身近に潜む交通事故が起こりそ うな場所を調べ、交通安全の意識を高める。

・ 地域の交通事故が起こりそうな場所について調べたことを、家族や地域の人たちも気を

付けてもらえるように伝える。

3 児童の実態

素直で、一つのことに集中できる子供たちである。反面、自分のや りたいことに意識がい

ってしまうと、周囲への注意、意識が向いていない様子が見 られる。また、休み時間などに

は廊下の曲が り角や教室の入 り日から勢いよく飛び出していくことも多く、友達同士の トラ

ブルや危険な目にあったことのある児童が多い。

学校外での様子を聞くと、ほとんどの児童が習い事や友達 と遊ぶために自転車に乗 つて行

動 している。その中で歩行者や 自動車、他の自転車 との事故になった、なりそ うになったと

い う児童が多 くいた。 自転車に乗っているときにも、 目的地への意識、今やっていることヘ

′ の意識に集中し、その場その場を通行する歩行者、自動車、自転車への注意が散漫になって

いるのではないかと思われる。現状では、危険を予測 して歩行、自転車通行することは難 し

いであろうと思われる。

4 本単元 (題材 )と「日常的な安全指導」「定期的な安全指導 J「特設する安全学習」との関連

以下の安全指導を通 して、本単元の 目標に迫る。

● 「日常的な安全指導」としては、校外で体育の授業や活動を行 う際に、安全な道の選び方、

安全な歩道や横断歩道の歩き方などについて指導 している。普段歩いている道路でも状況

に応 じて安全な歩き方ができるよう学習させている。

● 「定期的な安全指導」としては、月に 1度 の安全指導 日に時期に応 じた安全指導を行つて

いる。学習 した内容を踏まえ、実際の道路でその大切さを実感させている。

● 「特設する安全学習」 としては、自転車シミュレータ教室において、自転車の安全な乗 り

方について学習 した。フィール ドワークを行 うことにより、実際の道路で起こる危険の予

測や安全な通行の仕方について考えさせた。

春江小学校の学区には幹線道路が通 り、住宅街は見通 しの悪い交差点がたくさんある。

幹線道路だけでなく、大型車の交通量の多い道路もある。 どのような場所で、どのような

危険があり、 どのような注意が必要なのか、この授業を通 して児童に考えさせ、自分のカ

で危険を回避できるようにしたい。

5 日標に迫 るための指導方法の工夫

● 地域の道路を教材 とし、身近に起こりうる交通事故などについて考えさせる。
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● 校外に出てフイール ドワークを行い、危険な個所について見て確かめる。

● 学校の児童や地域の人たちに交通安全を呼びかけるために、のぼ り旗を立て掛ける場所を

考えさせる。

6 指導 9 い

時 間 主な学習活動 安全教育の視点に立った留意点

1

● 自分たちの住んでい る地域 の、交通上

危険な場所 について話 し合 う。

0 自分の経験 をもとに危険な場所

について考えさせ る。

０
４

● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所について調べてきたことを

地図で確認する。

● 見通 しの悪い交差点、信号のない

横断歩道、車通 りの多い道路など

の視点に着 目させ る。

3

● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所についての実地調査の計画

を立てる。

0危 険 な ことが起 こる理 由を考 え

て予想 させ る。

4

● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所についてのフィール ドワー

クを行 う。

0 安全確保のために、保護者に付 き

添いを依頼す る。

● フィール ドワークの前に、予想 を

立て させ、課題意識 をもたせ る。

5
● フィール ドワー クを基 に地図を作成す

る。

|・ 写真やひ とことカー ドを活用 さ

せ、分か りやすい地図作 りを追及

させ る。

6 0調 査 報 告 につ いて の発 表 計画 を立 て

る。

● グループ ごとに発表の練習をす る。

0 学校の他の学年の児童や、地域の

方にも分か りやすい発表ができ

るよう、地図や写真を使って発表

できるようにする。

7

8

9

(本時 )

0 地域交通安全マップ発表を行 う。

● のぼ り旗を立てる場所を話 し合 う。

0 発表を聞いて、気 を付けなくては

い けない場所やその理 由を考 え

させ る。

● 特 に注意 を喚起 しなけれ ばな ら

ない場所 を考えさせ る。
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7 本時の指導 (第 9時/9時 間)

(1)ね らい
。 グループで、地域の交通事故が起こりそ うな場所についてフィール ドワークなどをもと

に調べた り話 し合つたりしたことを、家族や地域の人たちも気を付けてもらえるように
まとめて発表する。

・ 交通安全のぼりを取 り付ける場所を決め、地域の方々と一緒に交通安全について考えよ
うとい う意識を高める。                  【Ⅱ-4-④ 】

(3)評価

・交通事故が起きそ うな場所 について気 を付 けなければいけないことが分かつたか。

・ 地域の方 々にも気を付 けて もらえるよ うに交通安全のぼ りの設置場所 を考 えられたか。

◎支援・留意点  ■評価 (評価方法)○主な学習活動

◎発表に仕方や聞き方を明確 にす る。

◎交通安全のぼ りを見せて自分たちの思い

を地域に伝 えることを確認す る。

○本時の学習のめあてを確認する。

・ フィ,ル ドワークで分かつたことを発表

しよう
。交通安全のぼりを取 り付ける場所を決め

よう。

◎交通安全マップで場所を確認 し、発表を開

く児童にも場所が分かるようにする。

◎発表を開いて気付いたことや考えたこと

をワークシー トに記入させる。質問があれ

ば質問させる。

■危険なことや気を付けることについて分

かるように発表 している。 (発表 )

◎地域の方々にも危険な場所を知 らせて、安

全についていつしよに考えてもらえるき

っかけとなるように話 し合わせる。

■地域の方々のことを考えてのぼりの設置

場所を決めている。 (行動観察)

○グループごとに危険な場所についてわか

ったこと、グループで話 し合つたことを発

表する。 (全部で 8グループ )

・フィール ドワークで分かつたことを現場

で撮影 した写真などを見せながら発表

する。

・危険を避けるためには何に気を付けたら

よいかグループで話 し合つたことを発

表する。

○学校で作成 した交通安全のぼ りをどこに

取 り付けるか話 し合 う。

大好き春江 守ろう広げよう交通安全

「赤信号君 も止まればみんなも止まるJ

「あげた手に気づ くよゆうが事故なくす J

の言葉をのぼ りにして地域の方々に伝えら

れるようにのば りの設置場所を話 し合 う。

◎交通事故が起こりそうな危険な場所で何

に気を付ければよいのか確認する。また、

のぼ りを取 り付けることで地域の方々に

もいつしょに考えてもらいたいことを確

○本時の学習の振 り返 りをす る。

展
　
　
開



総合的な学習の時間学習指導案

学校名  江戸川 区立春江小学校

日 時  平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分か ら午後 2時 30分
場 所   5年 4組教室

対 象  第 5学年  4組   35名
授業者  若 山 俊彦

1 題材名  「地域交通安全マ ップ を作 ろ う」

2 日標

Ⅱ-4 交通事故防止 と安全 な生活

・ 地域 の交通安全 に関す る諸機 関や 団体 が行 つてい る対策や活動 を理解 し、安全 な交  ―

通社会 を築 くた めに、積 極 的 に参加 でき るよ うにす る。

・身近 に潜む交通事故が起 こ りそ うな場所 を調べ、交通安全の意識 を高める。

3 児童の実態

素直な性格で、学校で行 つた安全指導の内容 について気を付けよ うとい う意識 をもてる児

童が多い。 また、活発 な児童が多 く、放課後に大勢で公 園に行 つて遊ぶ児童が多い。

今までに交通事故 にあいそ うになった、危ない場面を見た とい う児童を合わせ ると半数以

上になる。本校 は学区が広 く地域の公 園や友達の家へ 自転車で遊びに行 く児童が多い。また、

習い事や買い物に行 く場合 も学区外の瑞江駅周辺に行 くことが多いので 日常的に自転車を利

用 してい る。児童の危ない体験 も自転車に乗 っていた時の場合が多い。

春江小学校 は京葉道路、首都 高速道路の下を走る一般道な ど交通量が とても多い道路に囲

まれてお り、区内で も交通事故の多発地域 となっている。そのような環境の中、低学年 の頃

か ら 1人 で 自転車に乗 つて遊びに出かけていた とい う児童 も多数い る。

4 本単元 (題材 )と「日常的な安全指導 J「 定期的な安全指導」「特設する安全学習」との関連

以下の安全指導を通 して、本単元の 目標 に迫 る。

● 「日常的な安全指導」としては、校外で体育の授業や活動を行 う際に、安全な道の選び方、

安全な歩道や横断歩道の歩き方な どについて指導 してい る。普段歩いている道路で も状況

に応 じて安全 な歩 き方ができるよ う学習 させている。

● 「定期的な安全指導」 としては、月に 1度 の安全指導 日に時期に応 じた安全指導を行 って

いる。学習 した内容 を踏 まえ、実際の道路でその大切 さを実感 させている。

● 「特設す る安全学習」 としては、 自転車シミュレー タ教室において、 自転車の安全な乗 り

方について学習 した。 フィール ドワークを行 うことによ り、実際の道路で起 こる危険の予

測や安全な通行の仕方について考 えさせた。

今回の授業を通 して、 自分たちが生活 している地域 には危険な場所がた くさんあること  _
を確認 させたい。また、危険な場所 について家族や地域 の方 々にも伝 えてい くことで地域

のみんなで交通事故 に気を付 けてい くとい う気持 ちをもたせたい。

5 目標 に迫 るた めの指 導方法 の工夫

● 地域の道路を教材 とし、身近に起 こ りうる交通事故な どについて考 えさせ る。

● 校外に出てフイール ドワー クを行い、危険な個所 について見て確かめる。

● 学校の児童や地域の人たちに交通安全を呼びかけるために、のぼ り旗 を立て掛 ける場所を

考 えさせ る。



指導計画 (9時間扱い)

時 間 主な学習活動 安全教育の視点に立った留意点

1
● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所について話 し合 う。

・
|・ 自分 の経験 をもとに危険 な場所

について考えさせ る。

2

● 自分たちの住んでいる地域 の、交通上

危険な場所 について調べてきた ことを

地図で確認す る。

・|・ 見通 しの悪い交差点、信号のない

横断歩道、車通 りの多い道路な ど

の視点に着 目させ る。

3

● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所についての実地調査の計画

を立てる。

・
|・ 危険 な ことが起 こる理 由を考 え

て予想 させ る。

4

● 自分たちの住んでいる地域の、交通上

危険な場所 についてのフィール ドワー

クを行 う。

・●・ 安全確保のために、保護者に付 き

添いを依頼す る。
・●・ フィール ドワークの前に、予想 を

立て させ、課題意識 をもたせ る。

5
● フィール ドワークを基 に地図を作成す

る。

・|・ 写真やひ とこ とカー ドを活用 さ

せ、分か りやすい地図作 りを追及

させ る。

6 ● 調 査 報告 につ いて の発 表 計画 を立て

る。

● グループごとに発表の練習をす る。

・
|・ 学校の他の学年の児童や、地域の

方 に も分か りやすい発表 がで き

るよ う、地図や写真 を使 つて発表

できるよ うにす る。

7

8

9

(本時 )

地域交通安全マ ップ発表 を行 う。

のば り旗 を立てる場所 を話 し合 う。

・|・ 発表 を聞いて、気 を付 けなくては

い けない場所や その理 由を考 え

させ る。

● 特 に注意 を喚起 しな けれ ばな ら

ない場所 を考えさせ る。
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7 本時の指導 (第 9時/9時 間)

'1),お

Lレ
丁語せ馨9電 ;言茫ぜ言:′ 象農奪え頭際実柁ξζ負

=各

ぶそτ色覚怠iツた

. 裏亀婁基雰霞:311Pり 付 ける場所 を決め、地域の方 々 と一緒 に交
場苓含 728下

考 えよ

うとい う意識 を高める。

2

○主な学習活動 ◎支援・ 留意点  ■評価 (評価方法 )

導

　

入

○本時の学習のめあてを確認する。

・ フィール ドワークで分かつたことを発表

しよう
・交通安全のぼ りを取 り付ける場所を決め

よう。

◎発表 に仕方や聞き方 を明確 にす る。

◎交通安全のぼ りを見せて 自分たちの思い

を地域に伝 えることを確認す る。

展
　
　
開

○グループごとに危険な場所についてわか

ったこと、グループで話 し合つたことを発

表する。 (全部で 8グループ)

・ フィール ドワークで分かつたことを現場

で撮影 した写真などを見せながら発表

する。

・危険を避けるためには何に気を付けたら

|  よいかグループで話 し合つたことを発

◎交通安全マップで場所を確認 し、発表を開

く児童にも場所が分かるようにする。

◎発表を聞いて気付いたことや考えたこと

をワークシー トに記入させる。質問があれ

ば質問させる。

■危険なことや気を付けることについて分

かるように発表 している。 (発表 )

◎地域の方々にも危険な場所を知 らせて、安

全についていつしよに考えてもらえるき

っかけとなるように話 し合わせる。

■地域の方々のことを考えてのぼ りの設置

1 場所を決めている。 (行動観察)

ま

と
め

○本時の学習の振 り返 りをす る。 ◎交通事故 が起 こ りそ うな危険な場所で何

に気 を付 ければよいのか確認す る。また、

のぼ りを取 り付けることで地域の方々に

もいつ しよに考えてもらいたい ことを確

認す る。

(3)評価

・ 交通事故が起きそ うな場所について気を付けなければいけないことが分かつたか。

・地域の方々にも気を付けてもらえるように交通安全のぼ りの設置場所を考えられたか。
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特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名  江戸川 区立春江小学校

日 時  平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分 か ら午後 2時 30分
場 所   6年 1組 教室

対 象  第 6学年 1組  35名
授業者  佐藤 美佳

1 題材名  「あ、あぶない !そ の乗 り方」

2 日標

Ⅱ-2 自転車の安全な利用 と点検・ 整備

自転車の安全な利用・ 点検や整備 について理解を深 め、交通のきま り・ 約束等 を守つて安全

な乗車ができるよ うにす る。

3 児童の実態

平成 25年 9月 、本学級の児童を対象 として行 つた、 自転車の乗 り方に関す る意識調査か ら

次のよ うな実態が明 らかになつた。

質 問 回答 と割合

週にどれ くらい自転車に乗 りま

すか。

② まり乗らない ②たまに乗る ③ ぼ毎日乗る

鰯

一

9% 88%

ルールを守つて自転車に乗つて

いますか。

①ルールを守つている ②たまにルールを破つてしまう0 まリルールを守つていない

36% 55% 9%

自転車に乗 る時に気 を付 けてい

ることは何ですか。 (複数回答

化 )

①信号を守る ②止まれの標識を守る ③ヘルメットをかぶる

82% 30% 3%

④スピードを出しすぎない ⑤ の日は自転車に乗らない

58% 6%

自転車に乗る時についついしてしまうこと

は何ですか.(複 歌回各可)

0●
=“

春にな,そ うなとき颯■に口つた ②スピードを出して自伝事をこいに 0人 や|II事にぶつか
'そ

うになった

67% 64% 58%

学級全体の 9割 近 くが、ほぼ毎 日自転車に乗ってい る。 自転車は春江地区の高学年には、生

活に欠 くことのできないものである。 自転車に乗るうえで気を付けていることとしては、 「信

号を守る」が 82%で 一番多 く、次いで 「スピー ドを出しすぎない」が 58%で あつた。児童

は、何が危険か分かつており、気を付けようとしていることが分かる。

しか し、実際に乗 っている状況 を振 り返 ると、半数以上が 「たまにルール をやぶつて」 しま

い、 「赤にな りそ うな とき無理に渡 った」 り、 「ス ピー ドを出 して 自転車をこいだ」 りして し

まっている。気を付 けて いるつ もりでも、実際には守れていない とい うのが実態である。また、

実際に事故 に遭つた児童は、18%で 、決 して少な くはない。今の状態でい くと、児童たちが、

今後事故に遭 う可能性 は さらに高まると思われ る。

4 本題材と「日常的な安全指勁  「定期的な安全指鞠  「特設する安全学習」との関連

。日常的な安全指導 としては、近隣住民の通報な どによ り横並び走行な どの 自転車の危険な乗

り方や、集団で 自転車を使 つた危険な遊びな どを行 つた ことが分かつた とき、随時指導 して

いる。また、体育の授業で、近 くの中学校校庭に移動す るとき、歩行の仕方や、交通マナー
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について指導 している。

・定期的な安全指導 としては、月 に 1度 の安全指導 日に、 ワークシー トを用いて 自転車の安全

な乗 り方や交通ルール について、指導を行 つてい る。
・ 特設す る安全学習 としては、救命入門 コースを受講す ることにより、万が一事故の現場に居

合わせた とき、また、 自分が事故 を引き起 こして しまった とき、 どのよ うに行動すればよい

のかについて学習 させた。

本時では 自転車の正 しい乗 り方 を確認す るとともに、加害者 になって しまった ら、相手 も

自分 も大変なことになって しま うことを学習す ることで、 自分たちの 自転車の乗 り方を振 り

返 り、ルールを守って安全に自転車に乗 ることができるよ うに していきたい。

5 日標 に迫 るための指導方法の工夫

・警視庁の 「自転車の正 しい乗 り方 (2013年 度版 )」 をもとに、もう一度正 しい乗 り方の基本に

ついて確認 し、 自分の 日頃の乗 り方について振 り返 らせ る。
・学生の 自転車事故による賠償請求の事例の資料 をもとに、 自転車に乗 ることで、加害者 にな

りうる場合があることに気付かせ、運転す る側の責任や安全への意識 を高める。

6 本時の指導 (1時間扱い )

(1)ね らい

・ 自転車の正 しい乗 り方について理解 を深め、間違 った乗 り方を しない ようにす るとい う意

識 をもつ ことができる。

・ 自転車事故で加害者 になった事例を基に、 自分や他人の安全 を守 ろ うとい う意識をもつ こ

とができる。                           【Ⅱ_2-①⑤】
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(2)展 開

○主な学習活動 ◎支援・留意点 ■評価 (評価方法)

導

　

入

○い くつかの 自転車の乗 り方の例 を見せ、

よい乗 り方か悪い乗 り方か、その理 由を

考える。

・並んで乗 ると後 ろか ら来 る車に気付かな

くて危 ないか ら、いけない。

・傘差 し運転は周 りの人に迷惑だ し、片手

運転で危ないか らいけない。

◎ 自分がやつてしまった り、見かけた りす

る乗 り方を事例に上げて、自分のことと

して考えることができるようにする。

展

　

開

○自転車での禁止行為を知る。

・並進・二人乗 り

・携帯電話・イヤホン・ヘ ッドホン使用

・傘差 し運転・飲酒運転

○ 自転車の危険な運転により加害者にな

って しまった子供の事例を見て、加害者

になるとどうなるか理解する。

・自転車とぶつかることで相手が亡くなつ

たり、相手に大きなけがをさせて しまっ

た りすることがあるんだ。

・相手をけがさせてしま うと大変なことに

なるんだ。

◎禁止行為の絵を見せながら、身の回 りで

よく見かける乗 り方が禁止されているこ

とを理解できるようにする。

◎子供もが加害者になつてしまった実例を

映像資料で見せる。

相手がなくなるということが

相手の一生を奪つたり人生を大きく変えてしまった

りすること。

相手の家族の生活や人生も大きく変えてしまうこと

自分の家族の一生にも大きく影響を与えること

につながることに気付けるような資料を用

意する。

ま

と

め

○今までの 自分の 自転車の乗 り方 を振 り

返 り、これか ら自転車に乗 るときに気を

付 けていきたいことをワークシー トに

書 く。

・今 まで横 に広がって友達 と自転車に乗 つ

ていたか ら、これか らは広が らない よう

に乗 る。

・ 人 とぶつか りそ うな ことが今まであつ

た。相手をけが させてはいけないか ら安

全に 自転車に乗 りたい。

◎ 自分の意見が書けるようにワークシー ト

を用意する。

■これから自分や他人の安全を守るため

に、どのように自転車に乗ればよいか考

え、ワークシー トに具体的に記述 してい

る。 (ワ ークシー ト)

(3)評価

。自転車の正しい乗 り方について理解を深め、間違つた乗 り方をしないようにするとい う意

識をもつことができたか。

・ 自転車事故で加害者になった事例を基に、自分や他人の安全を守ろうとい う意識をもつこ

とができたか。
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特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名  江戸川区立春ル lヽ学校

日 時  平成 25年 10月 25日 (金)

午後 1時 45分から午後 2時 30分
場 所  6年 2組 教室

対 象  第 6学年 2組 35名
授業者  栗原 麻美

1 題材名  「あ、あぶない !その乗り方」

2 目標

Ⅱ-2 自転車の安全な利用と点検・整備

自転車の安全な利用 0点検や整備について理解を深め、交通のきまり・約束等を守って安全な乗車

ができるようにする。

3 児童の実態

本指導案作成にあたり、クラスの児童の実態を把握するために、アンケー トを行い下記のような結果

を得た。

質問 回答と割合

週にどれくらい自転車に乗りま

づ卜か。

② まり乗らない ②たまに乗る ③ほぼ毎日乗る

% 696 85%

ルールを守つて自転車に乗つて

いますか。

② ―ルを守っている ②たまにルールを破ってしまう ③あまリルールを守つていない

4% 65% 31%

自転車に乗る時に気を付けてい

ることは何です力、 (複数回答可)

② 号を守る ②止まれの標識を守る ③ヘルメットをかぶる

63% 9% 0%

③ ピードを出しすぎない ⑤雨の日は自転車に乗らない

6% 33%

自転車に乗る時についついしてしま

うことは何です力、 (複数回答可)

①スピードを出した ②確認せずに角を曲がつた ③自転章で競走や鬼ごつこをした

81% 81% 571b

アンケー ト結果より85%の児童が毎日自転車の運転をしていることが明らかになった。        ‐

しかしその中で96%の児童がルールを守れていないと回答している。「信号を守る」ことに関して

は63%が意識できているが、標識やスピー ドを守ることなど他のことには関心が薄い。また、自転車  ´

の乗り方や目的を見ても、鬼ごつこや競走など、自分のやつている行動が危険だという認識が少ない児

童が多い。また、ヘルメットをかぶつている児童は全くおらず、自分の身を守ることへの意識が低いこ

とが分かる。自転車のルールを知ってはいても、実際には守れていないことが明らかになった。また、

33%の児童が自転車の事故に遭ったことがあると回答している。この学習を通し、自己の行動と危険

な行動との関連を考えさせたい。

4  本題材と 「田輛慎該全指鞠               町苛議ヒ打砕 」と囃

・ 日常的な安全指導としては、近隣住民の通報などにより横並び走行などの自転車の危険な乗 り方や、

集団で自転車を使った危険な遊びなどを行つたことが分かったとき、随時指導している。また、体育

の授業で、近くの中学校校庭に移動するとき、歩行の仕方や、交通マナーについて指導している。・
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・定期的な安全指導としては、月に 1度の安全指導 日に、ワークシー トを用いて自転車の安全な乗 り方

や交通ルールについて、指導を行っている。

・特設する安全学習としては、救命入門コースを受講することにより、方が一事故の現場に居合わせた

とき、また、自分が事故を引き起こしてしまったとき、どのように行動すればよいのかについて学習

させた。

本時では自転車の正しい乗 り方を確認するとともに、加害者になってしまったら、相手も自分も大

変なことになってしまうことを学習することで、自分たちの自転車の乗 り方を振 り返 り、ルールを守

って安全に自転車に乗ることができるようにしていきたい。

5 日標に迫るための指導方法の工夫

・警視庁の「自転車の正しい乗 り方 (2013年度版 )」 をもとに、もう一度正しい乗 り方の基本について確

認 し、自分の日頃の乗 り方について振 り返 らせる。

・学生の自転車事故による賠償請求の事例の資料をもとに、自転車に乗ることで、加害者になりうる場

合があることに気付かせ、運転する側の責任や安全への意識を高める。

6 本時の指導 (1時間扱い)

(1)ね らい

・自転車の正しい乗 り方について理解を深め、間違った乗り方をしないようにするという意識をもつ

ことができる。

・自転車事故で力日害者になつた事例を基に、自分や他人の安全を守ろうという意識をもつことができ

る。                         【Ⅱ~2-①⑤】
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(2)展開

○主な学習活動 ◎支援・留意点 ■評価 (評価方法)

導
　
入

○いくつかの自転車の乗 り方の例を見せ、よ

い乗 り方か悪い乗 り方か、その理由を考え

る。

・並んで乗ると後ろから来る車に気付かなく

て危ないから、いけない。

・傘差 し運転は周 りの人に迷惑だし、片手運

転で危ないからいけない。

◎自分がやつてしまったり、見かけたりする乗

り方を事例に上げて、自分のこととして考え

ることができるようにする。

展
　
開

○自転車での禁止行為を知る。

・並進・二人乗 り

。携帯電話・イヤホン・ヘッドホン使用

・傘差 し運転・飲酒運転

○ 自転車の危険な運転により加害者になって

しまった子供の事例を見て、加害者になる

とどうなるか理解する。

・ 自転車とぶつかることで相手が亡くなった

り、相手に大きなけがをさせて しまったり

することがあるんだ。

・相手をけがさせて しまうと大変なことにな

るんだ。

◎禁止行為の絵を見せながら、身の回りでよく

見かける乗 り方が禁止されていることを理解

できるようにする。

◎子供もが加害者になってしまった実例を映像

資料で見せる。

相呼がなくなるということが

相呼の一生を奪ったリノ鮭盛メきく変えてしまったりする

こと。

本肝

“

鯵掲に,書番常人生も大きく変えてしまうこと

自3-Lに も大きく舞 えること

につながることに気付けるような資料を用意す

る。

ま
と
め

○今までの自分の自転車の乗 り方を振 り返

り、これから自転車に乗るときに気を付け

ていきたいことをワークシー トに書く。

・今まで横に広がって友達と自転車に乗って

いたから、これからは広がらないように乗

る。

・人とぶつかりそうなことが今まであった。

相手をけがさせてはいけないから安全に自

転車に乗 りたい。

◎自分の意見が書けるようにワークシー トを用

意する。

■これから自分や他人の安全を守るために、ど

のように自転車に乗ればよいか考え、ワーク

シー トに具体的に記述している。(ワークシー

ト)

(3)評価

。自転車の正しい乗り方について理解を深め、間違った乗り方をしないようにするという意識をもつ

ことができたか。

・ 自転車事故で加害者になった事例を基に、自分や他人の安全を守ろうという意識をもつことができ

たか。

０
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特別活動 (学級活動)学習指導案

報 名

日 時

場 所

、 対 象

授業者

1 題材名  「あ、あぶない !その乗 り方」

2 日標

Ⅱ-2 自転車の安全な利用と点検・整備

自転車の安全な利用・点検や整備について理解を深め、交通のきまり。約束等を守つて安全な乗車

ができるようにする。

3 児童の実態

本指導案作成にあたり、クラスの児童の実態を把握するために、アンケー トを行い左記のような結果

を得た。

アンケー ト結果より8割弱の児童が毎日自転車の運転をしていることが明らかになった。しかし自転

車運転時にルールを守るという意識はそれほど高いとは言えない。6割の児童が「あまり守っていない」

と答えている。そんな中、自転車の乗 り方に関しては、その内容により大きく意識の差が見られた。「信

号を守る」ことに関しては意識できているが、標識など他のことには関心が薄く、また、自転車の乗 り

方や 目的を見ても、スピー ドを出したり、鬼ごっこや競走などをしたりして、自分のやつている行動が

危険だという認識が少ない児童が多いことが分かつた。この学習を通し、自己の行動と危険な行動 との

関連を考えさせたい。

4  本月罫オと 「日併拍もなプを全劇事尊」              賭設す型者当習」と囃

。日常的な安全指導としては、近隣住民の通報などにより横並び走行などの自転車の危険な乗 り方や、

集団で自転車を使つた危険な遊びなどを行つたことが分かつたとき、随時指導している。また、体育

の授業で、近くの中学校校庭に移動するとき、歩行の仕方や、交通マナーについて指導している。

・定期的な安全指導としては、月に 1度の安全指導日に、ワークシー トを用いて自転車の安全な乗 り方

江戸川区立春ル lヽ学校

平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分から午後 2時 30分
6年 3組 教室

第 6学年 3組 34名
尾形 寛

質 問 回 答 と割 合

週
`こ

ど れ くらい 自 転

■Erこ乗 りま す か 。

① あ ま り彙 らな い ② た ま に 乗 る ③ ほ ぼ 毎 日 乗 る

9% 14% 77%

ル ー ー ル を 守 つ て 自 転

4 『
=二

彙 つ て い ま す か 。

① ′レ ー ル を 守 つて い る
C)たま に ル ーール を

破 って しま う

③ あ ま リル ー ル を

ギ■つて い ″まい

17% 20% 63%

自 転 車
`こ

乗 燿5時 :こ 気

を 付 け て い る こ と は

何 ス コ す か 。 (複 数 回 答

化 )

① 信 号 を 守 る
② 止 ま れ の 標 戯 を

中 る

③ ヘ ル メ ッ トを か

バζZ5

89% 23% 0%

@zE -t:* 
frt-,-€723v\ ⑤ 雨 の 日 は 自 転

‐ に 乗 らな い

6% 23%

目 転 旱 に 栞 ‐ 町 1-フ
ぃ つ い して しま う こ と

「ま F可¬雪■
「

か 。 (1●[姜彙匡コ

① ス ピ ー ドを

出 した

② 硼饉富ユせ づ=〔 三角

を 曲 が った

③ 自 転 車 で 競 走 や

鬼 ご っ こを した

86% 54% 83%
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や交通ルールについて、指導を行つている。

・特設する安全学習としては、救命入門コースを受講することにより、万が一事故の現場に居合わせた

とき、また、自分が事故を引き起こしてしまつたとき、どのように行動すればよいのかについて学習

させた。

本時では自転車の正しい乗 り方を確認するとともに、カロ害者になってしまったら、相手も自分も大

変なことになつてしまうことを学習することで、自分たちの自転車の乗り方を振り返り、ルールを守

って安全に自転車に乗ることができるようにしていきたい。

5 日標に迫るための指導方法の工夫

・警視庁の「自転車の正しい乗り方(2013年度版)」 をもとに、もう一度正しい乗 り方の基本について確

認し、自分の日頃の乗り方について振り返らせる。

・学生の自転車事故による賠償請求の事例の資料をもとに、自転車に乗ることで、加害者になりうる場

合があることに気付かせ、運転する側の責任や安全への意識を高める。

6 本時の指導 (1時間扱い)

(1)ね らい

・自転車の正しい乗 り方について理解を深め、間違った乗り方をしないようにするという意識をもつ

ことができる。

・自転車事故で加害者になった事例を基に、自分や他人の安全を守ろうという意識をもつことができ

る。                          【Ⅱ-2-①⑤】
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(2)展開

○主な学習活動 ◎支援・留意点 ■評価 (評価方法)

導
　
入

○いくつかの自転車の乗 り方の例を見せ、よ

い乗 り方か悪い乗 り方か、その理由を考え

る。

・並んで乗ると後ろから来る車に気付かなく

て危ないから、いけない。

・傘差 し運転は周 りの人に迷惑だ し、片手運

転で危ないからいけない。

◎自分がやつてしまつたり、見かけたりする乗

り方を事例に上げて、自分のこととして考え

ることができるようにする。

展
　
開

〇自転車での禁止行為を知る。

・並進・ 二人乗 り

。携帯電話・イヤホン・ヘッドホン使用

・傘差 し運転・飲酒運転

○自転車の危険な運転により加害者になって

しまつた子供の事例を見て、カロ害者になる

とどうなるか理解する。

・ 自転車とぶつかることで相手が亡くなつた

り、相手に大きなけがをさせてしまった り

することがあるんだ。

・相手をけがさせてしま うと大変なことにな

るんだ。

◎禁止行為の絵を見せながら、身の回りでよく

見かける乗り方が禁止されていることを理解

できるようにする。

◎子供もがカロ害者になってしまつた実例を映像

資料で見せる。

相呼がなくなるということが

―

を奪つたり人生突 く変えてしまつたりする

こと。

相呼の家族の生活や人生も大きく変えてしまうこと

自分の家族の中劉こも大きく影響を与えること

につながることに気付けるような資料を用意す

る。

ま
と
め

○今までの自分の 自転車の乗 り方 を振 り返

り、これから自転車に乗るときに気を付け

ていきたいことをワークシー トに書く。

・今まで横に広がって友達と自転車に乗って

いたから、 これからは広がらないよう|こ乗

る。

・人 とぶつかりそ うなことが今まであつた。

相手をけがさせてはいけないから安全に自

転車に乗 りたい。

◎自分の意見が書けるようにワークシー トを用

意する。

■これから自分や他人の安全を守るために、ど

のように自転車に乗ればよいか考え、ワーク

シー トに具体的に記述している。(ワ ークシー

ト)

(3)評価

・自転車の正しい乗り方について理解を深め、間違つた乗 り方をしないようにするという意識をもつ

ことができたか。

・自転車事故で加害者になつた事例を基に、自分や他人の安全を守ろうという意識をもつことができ

たか。
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特別活動 (学級活動)学習指導案

学校名 江戸川区立春江小学校

日 時  平成 25年 10月 25日 (金 )

午後 1時 45分 か ら午後 2時 30分
場 所   6年 4組  教室

対 象  第 6学年 4組  34名
授業者  和 田 悠史

1 単元名 ,題材 名  「あ、あぶ ない ! そ の乗 り方」

2 日標                                  ^
Ⅱ-2 自転車の安全な利用 と点検・整備

自転車の安全な利用・ 点検や整備 について理解を深 め、交通のきま り 。約束等 を守って安  ‐

全な乗車ができるようにする。

本指導案作成にあたり、クラスの児童の実態を把握するために、アンケートを行い左記のような結果を

得た。

アンケートの結果から、信号を守ったり、点検を日常的に行つていたりするなど、ルールを守って安全

に自転車に乗ろうと意識している児童は多いが、一方でつい危ない運転をしてしまう児童がとても多いこ

とがわかった。

スピー ドを出して運転をした り、友達と自転車で競走をした り、無理な運転をして人とぶつ

かつた りした経験がある児童が少なからずいた。

自転車は便利な乗 り物で、自動車運転のように厳 しく取 り締まられることがあまりないため、

自己の判断で大文夫 と思 つた時に違反をしているようである。

4 本題材と「日常的な安全押蜘 励 的な安全指鞠  「特設する安全学習」との関連
。日常的な安全指導としては、近隣住民の通報などにより横並び走行などの自転車の危険な乗

り方や、集団で自転車を使つた危険な遊びなどを行ったことが分かつたとき、随時指導 して

いる。また、体育の授業で、近 くの中学校校庭に移動するとき、歩行の仕方や、交通マナー

について指導 している。
・ 定期的な安全指導 としては、月に 1度 の安全指導 日に、ワークシー トを用いて自転車の安全

な乗 り方や交通ルールについて、指導を行つている。

3 児童の実態

質 問 回答 と害J合

週 に どれ くらい 自転車

に乗 りますか。

① あま り乗 らない ②たまに乗る ③ほぼ毎日乗る

6% 17% 77%

ルールを守つて自転車

に乗っていますか。

① ルールを守つている ②たまにル‐―ルを破ってしまう ③あまリルールを守っていない

38% 47% 15%

自転車に乗る時に気を

付けていることは何で

すか。 (複数回答可)

① 信号を守る ②止まれの標識を守る ③ヘルメットをかぶる

76% 35% 0%

④ スピードを出しすぎない ⑤雨の日は自転車に乗らない ⑥日常的に点検をしている

38% 38% 38%

自転車に乗る時につい

ついしてしまうこと

は。 (複数回答可)

① スピードを出した ②人や自転車にぶつかった ③自転車で競走や鬼ごりこをした

59% 23% 44%
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・特設する安全学習 としては、救命入門コースを受講することにより、万が一事故の現場に居

合わせたとき、また、自分が事故を引き起こして しまつた とき、どのように行動すればよい

のかについて学習 させた。

本時では自転車の正 しい乗 り方を確認す るとともに、加害者になって しまつたら、相手も

自分 も大変なことになってしま うことを学習することで、自分たちの自転車の乗 り方を振 り

返 り、ルールを守って安全に自転車に乗ることができるようにしていきたい。

5 日標 に迫 るための指導方法の工夫

・警視庁の「自転車の正 しい乗 り方 (2013年 度版 )」 をもとに、もう一度正しい乗 り方の基本に

ついて確認 し、自分の 日頃の乗 り方について振 り返 らせる。

・学生の自転車事故による賠償請求の事例の資料をもとに、自転車に乗ることで、加害者にな

りうる場合があることに気付かせ、運転する側の責任や安全への意識を高める。

6 本時の指導 (1時間扱い)

(1)ね らい

。自転車の正 しい乗 り方について理解を深め、間違つた乗 り方をしないようにするとい う意

識をもつことができる。

・ 自転車事故で加害者になった事例を基に、自分や他人の安全を守ろうとい う意識をもつこ

とができる。                           【Ⅱ~2-① ⑤】



(2)展 開

○主な学習活動 ◎支援・ 留意点 ■評価 (評価方法 )

導

　
入

○い くつかの 自転車の乗 り方の例 を見せ、

よい乗 り方か悪い乗 り方か、その理 由を

考える。

・並んで乗 る と後 ろか ら来 る車に気付かな

くて危ないか ら、いけない。

・傘差 し運転は周 りの人に迷惑だ し、片手

運転で危 ないか らいけない。

◎ 自分がやつてしまった り、見かけたりす

る乗 り方を事例に上げて、自分のことと

して考えることができるようにする。

展

　

開

○自転車での禁止行為を知る。

・並進・二人乗 り
'

・携帯電話・イヤホン・ヘッ ドホン使用

・傘差 し運転・飲酒運転

○自転車の危険な運転により加害者にな

って しまった子供の事例を見て、加害者

になるとどうなるか理解する。

・自転車 とぶつかることで相手が亡くなつ

たり、相手に大きなけがをさせて しまっ

た りすることがあるんだ。

・相手をけがさせてしまうと大変なことに

なるんだ。

◎禁止行為の絵を見せながら、身の回りで

よく見かける乗 り方が禁止 されているこ

とを理解できるようにする。

◎子供もが加害者になってしまった実例を

映像資料で見せる。

相手がなくなるということが

相手の一生を奪つたり人生を大きく変えてしまった

りすること。

相手の家族の生活や人生も大きく変えてしまうこと

自分の家族の一生にも大きく影響を与えること

につながることに気付けるような資料を用

意する。

ま

と

め

○今 までの 自分の 自転車の乗 り方 を振 り

返 り、これか ら自転車に乗 るときに気 を

付 けていきたいことをワークシー トに

書 く。

・今まで横 に広がって友達 と自転車に乗 っ

ていたか ら、これか らは広が らないよ う

に乗 る。

・人 とぶつか りそ うなことが今まであっ

た。相手をけがさせてはいけないか ら安

全 に 自転車に乗 りたい。

◎ 自分の意見が書けるようにワークシー ト

を用意する。

■これか ら自分や他人の安全を守るため

に、どのように自転車に乗ればよいか考

え、ワークシー トに具体的に記述 してい

る。 (ワ ークシー ト)

(3)評価

・ 自転車の正しい乗 り方について理解を深め、間違った乗 り方をしないようにするとい う意

識をもつことができたか。

・ 自転車事故で加害者になつた事例を基に、自分や他人の安全を守ろうとい う意識をもつこ

とができたか。
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